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高飛車と誤解される女勇者ですが、追放したＥランク魔剣士に溺愛わからせ＆ざまぁされて大変です！
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第一章　女勇者、追放する












「今日はお前たちに大切な話がある」

　それは、任務が終わった後の慰労会の場でのことだった。

　勇者の称号を持つ私、レヴィ・ストラウスは、食事を楽しむ四人の仲間たちに対し、ゆっくりと話を切り出した。

　皆は食事をしながらこちらに視線を向ける。

　私は全員が注目したのを確認し、はっきりとした覚悟を持って宣言した。

「ノーラ・ウイットリーッ！　今日をもってお前をこのパーティーから追放するっっ！」

　その場が、しんと静まりかえる。

　が、次の瞬間、魔術師のジージは勢いよくスープを吹き出し、槍使いのムックはゴホゴホと食事を詰まらせ、戦士のモルトはカーンッと音を立てスプーンを落とした。

「ええい、お前らうるさいぞ！」

　何て緊張感がない奴らだと叱りつける。

「レヴィさんす、す、すみません！」

「ふん、いいだろう」

　よっぽど私の宣言に驚いたのだろう。……まあ、無理もない。

　そして、当事者である彼――魔剣士のノーラはというと、いつもと変わらぬ緊張感のない表情で私を見つめていた。

「どうしてだいレヴィ。俺はこんなにも君のことを大切に思っているのに……」

「相変わらずの減らず口だな。お前がこのパーティーの中で役立たずだからに決まってるだろう！」

「辛辣だなー。そんなにカリカリしないでよ。可愛い顔が台無しだよ？」

「ああもう、うるさい！」

　今日だけはこいつのペースに呑まれてなるものかと睨み付ける。

　黒髪でくっきりとした紫の瞳。

　冒険者らしからぬキラキラした王子様のような容姿。

　表情はにこにこと穏やかで、口だけは達者な無害そうな男だ。

（まったく、こんな時までふざけてばかりだな）

　そもそも、ノーラがこの勇者パーティーに加入することになったのは半年ほど前。

　勇者である私が一緒に戦う仲間を募集し、選ばれたのが今ここにいるメンバーだ。

　騒がしい戦士のモルトに、軽い喋り口調の槍使いのムック、クールな敬語キャラに見えて人情派の魔術師のジージ。

　彼らは皆、冒険者として上位の強さを誇るＳ級の者たちだ。

　そして私もＳ級の女勇者だが、ただ一人――ノーラだけは違う。

　彼だけは一番下位のランクであるＥ級の冒険者だ。

　ノーラは魔剣士ではあるものの、基本的には後方支援をメインで行っていて、戦闘には参加していない。

　そんな明らかに一人だけランクが低い彼を、この勇者パーティーに入れることになったのは、ちょっとした成り行きのようなものだった。

　だがそれでもこれまではどうにかなっていた。

　低ランクが手に負えないモンスター退治や危険地帯への護衛など、幾度となく難易度の高い依頼をこなしてきたけれど、他の皆が強かったため大きな問題はなく、むしろうまく調和していたぐらいだ。

　だが、この先そうはいかなくなる。

　先日、国王から『緊急招集』を受けたのだ。






　この世界には人に害を成すモンスターが数多く存在している。

　これまであまり被害を受けずにやり過ごせていたガイザール王国だが、近年地形の変動や気温上昇から、今まで領内には存在していなかったモンスターが出没し始めたのだ。

　年々その数は増え、被害は拡大し、七年前にはついに甚大な被害を及ぼす災害級モンスターまで現れた。

　そんな中、そのモンスターを退治しこの国の危機を救ったのが、一人の勇者と言われる者の存在だった。

　もともとこの世界には、ギフトという戦闘用の才能を持って生まれてくる者が一定数いて、くだんの勇者もそうだ。

　多くのモンスターが出没するようになって以来、この国ではギフトを持つ者を治安維持のために積極的に活かそうと冒険者ギルドが作られ、冒険者という職が生まれた。

　ギフトを持つ冒険者には剣が得意な者もいれば、槍が得意な者もいるし、弓や斧、生まれつき魔法が使える者もいる。

　その力には個人差があり、Ｅ級からＳ級に強さがランク分けされていた。

　そんな多種多様な冒険者が、個人もしくはパーティーで、冒険者ギルドからの依頼を受けて仕事をこなしているのだ。

　そして女性でありながらも二代目『勇者』という称号を私が授かったのは、今から半年ほど前。

　元々田舎で一番の剣の実力者だった私は、冒険者になるために王都へと上京していたところ、途中明らかに怪しい集団を見つけ、その集団に囚われていた若い女性を助けたのだ。

　なんとその女性がこの国の王女様で、国王から無事助け出した私に褒美として『勇者』の称号を与えてくださったのだ。

　勇者――というのは、いわば特権階級であり、爵位のようなものである。

　名誉とともに、立派な屋敷と多額の活動資金が与えられるが、その恩恵の代わりに義務も発生する。

『……緊急招集ですか？』

　国王に王宮へ呼び出されたのはつい先日のこと。

　最近西の森に再び災害級のモンスターが現れたので、大規模な討伐作戦をするのだという。

　冒険者志望を募るが、勇者パーティーは国家に特権を与えられている立場からも、参加が義務づけられている。

（果たして、無事終わらせられるのだろうか……）

　このパーティーが組まれて半年になるけれど緊急招集は初めてだ。

　これまでの任務とは違って大掛かりで、非常に危険であることはすぐに理解できた。

（だからこそ、Ｅ級のノーラをパーティーに置いておくわけにはいかない）

　私はそう判断し、追放を決めた。

　だが――。

「ええええ、駄目ですってば、レヴィさん！」

「そうっすよ、そんなこと言うのは……」

「ノーラさんは決してお荷物なんかじゃありませんが」

「お前たちは黙っていろ！」

　他のメンバーは私の意見に反対のようだ。

　うちのパーティーは皆優しい。

　一緒に過ごしてきたノーラのことを追放したくない気持ちも分かる。

　私だってノーラのことをお荷物だなんて思っていないし、役立たずと思っているわけでもない。

　ただ冒険者として――あまりに非力なのだ。

　魔剣士というが剣を使っている姿は見たことがないし、使う魔法も初級程度のものだ。

　後方支援といえば聞こえがいいが、後ろで簡単な防御魔法や強化魔法をかけ、にこにこと応援しているだけだ。

　本来なら彼のようなＥ級は、足手まといだとメンバーから不満が出るところだろうが、ノーラは戦闘時に奇跡的に足を引っ張ることがないからか、そのような声が上がったことはない。

　ノーラの生まれ持った強運なのか、怪我をしたこともなければ、モンスターが彼に対して突撃していくこともないのだ。

　大きな問題にならないまま今のチームに馴染んだけれど、緊急招集は今までのように上手くいく保証はない。

（それに、もし怪我をすれば？）

　最近、他の冒険者パーティーで低ランクのメンバーが大怪我を負い、パーティーを離脱したという話を聞いたばかりだった。

　命に別状はなかったものの、怪我をして働けなくなった冒険者のこれからはあまりに困難だろう。

　勇者パーティーはその強さ故に、これからずっと高難度の任務を求められ続ける。Ｅ級のノーラがいつ大怪我をするのか分からない。

　一度仲間になった以上、ノーラのことは守ってあげたいが、この先ずっと面倒を見られるかどうかも分からない。

　後方支援だとしても、一定以上の実力がないと、この先勇者パーティーに居続けることはやはり危険だろう。

「いいか、我々は緊急招集を受けたんだ。危険な任務でお前のお守もりをする余裕はないんだ。だからノーラ……お前とは今日の任務でお別れだ」

　私は本気だ、とノーラに改めて告げてみせる。

　するとノーラはふっと笑みをこぼし、余裕そうな表情を浮かべた。

「ねえレヴィ。俺は一度も守ってなんて言った記憶はないよ？」

「だが現状そうなっていると思わないのか？」

「……でも、俺がいないと大変だと思うけど？」

　ノーラはちらりと他の三人に視線を向けた。

　三人は無言で同意するよう頷くが、私は当然スルーする。

「大丈夫だ。お前がいなくともやっていける」

「じゃあ誰が野営のとき皆の食事を作るの？　それに財政管理だって……」

「そ、それはそうだが……」

　そこを突かれると痛い。

　ノーラは戦闘はからきし駄目だが、それ以外に関しては意外と優秀だった。

　最初は何も出来ない男だと思っていたけれど案外器用で、だからこそ他のメンバーも不思議とノーラのことを慕っていたのかもしれない。

「まったく。俺を追放するなんて馬鹿のすることじゃないかな？」

（こ、こいつ……）

　毎度毎度Ｅ級のくせにどうやったらここまで自信満々でいられるのだろう。

　あくまでノーラは引こうとしない様子だ。

　するとしばらく静観していた三人が私に対し口を挟む。

「そうですよレヴィさん！　ノーラさんを外すなんて絶対駄目っすよ！」

「悪手です。考え直した方が良いかと思われますが」

「おおおおおおん、ノーラさあああん」

「ええい、お前らキャンキャン吠えるな！」

　バンッとテーブルを叩き、静かにするよう彼らを一喝する。

　確かにノーラがいなくなることで不便もあるだろうが、そんなことは小さな問題だ。

　我々のことはこれから自分たちで何とかすればいいし、無理なら高ランクで裏方も出来る人材を仲間にすればいいだけだ。

　私たちは勇者パーティーだ。

　募集をかければ人なんてすぐに集まるだろう。

「いいか、これは決定事項だ！」

　これ以上ノーは言わせないと、じろりと皆の顔を見る。

「ノーラにはこれまで世話になった分餞別せんべつをやる。家だってすぐ出て行けとは言わない。この先の仕事を紹介してやってもいい。……ただ、今後お前を一緒に連れて行きはしない。――話は以上だ」

　私は椅子からすっと立ち上がり、これ以上話すことはないと部屋を出ていこうとした。

「ねえ、レヴィ待ってよ」

　背後からノーラに呼び止められる。

　一瞬、足を止めてしまったが、私は振り返らない。

「……もう、決めたことだ」

　胸の奥のちりちりとした痛みに気づかないふりをして、私はその場を後にしたのだった。






　そして、一時間後――。

「はあああああああああ」

　ノーラにパーティーの追放を告げた後、私はその足で個人的によく行く酒場へと出かけていた。

　勇者だとバレないようにローブで顔を隠した私は、いつも座るカウンターの隅で気を紛らわすように酒を飲む。

　すると荒れた私の様子を見て、顔なじみの店主が声をかけてくれた。

「どうしたんです？　えらく落ち込んでますが」

「ああ、私は最低だ……人間のゴミだ……」

「まあまあ。人間みな最低ですしゴミですよ」

「うううう、私はクズだ」

「自覚出来るクズは良心的なクズですし、大丈夫ですよ」

　容赦のない店主の慰めを聞きながら、私が後悔していたのはつい先程のやりとりだ。

（あんなに冷たい言い方をして、ノーラは傷ついただろうか……）

　私を呼び止めた声の、少し寂しそうな声色を思い出す。

　いつもふざけた調子のノーラだが、内容が内容なだけに傷つかないわけがない。

（だから裏で高飛車勇者なんて言われるんだ、私は……）

　私の外見は金髪の派手顔で、周囲からは一見とっつきにくい印象を持たれるようだ。

　しかも人とコミュニケーションを取るのが苦手なこともあって、キツい物言いをしてしまいがちだ。

　それゆえ周囲から陰で『高飛車勇者』という名前で呼ばれている。

　傲慢だと誤解されることも多いし、冷たい印象を受けやすい性格なのも自覚している。

　だがノーラはそんな私に対し、恐れることもなければ怖がることもない。

　口うるさい私に対しても、嫌がるそぶりを全く見せなかった。

　むしろ冗談交じりにツッコミを入れたりと、物怖じすることなく私に懐いてくれていた。そんなノーラを私は気に入っていたし、大切に思っていたのだが、あんな物言いしか出来なかったのだ。

（もっと優しい言い方があったかもしれないのに）

　自分の感情表現の下手さには心底嫌気がさす。

　そしてそれ以上に、ノーラを追放した自分がこんなにもショックを受けていることが滑稽だった。

（そもそも私が、あいつをこのパーティーに入れたことが間違いだったんだ……）

　私はノーラと出会った日のことを思い出す。

　あれは、私が国王から勇者の承認を受け、パーティーの仲間を探そうとしていた頃のことだった。






「おい、お前ふざけてんのか!?」

　その日、王都の街中を一人で散策していると、突然罵声が私の耳に飛び込んできた。

　何事だろうと慌てて駆けつけると、広場で見るからにガラの悪そうな二人組が一人の青年に絡んでいるようだった。

「お前ら何をしてるんだ」

　状況はよく分からない。

　だが見過ごすことなど出来なかった私は慌てて止めに入る。

「あぁ？　ねーちゃん。怪我したくなきゃ引っ込んで……っ！」

　すると急に威勢の良かった二人組の勢いが弱まった。おそらく私の胸元の冒険者ランクの分かるバッジを見たからだろう。

　分が悪いと悟ったのか、互いに顔を見合わせた後、二人組はそそくさと逃げるようにその場から立ち去っていった。

（やれやれまったく……）

　後ろ姿を見ながら、どこにでもこのような乱暴な輩はいるのだと呆れてしまう。

　私は大きくため息をついたあと、その場に残された青年に声をかけた。

「おい、災難だったな。大丈夫……ッ」

　思わず言葉に詰まってしまったのは、ふいに目にしたその青年の外見が驚くほどの美形だったからだ。

　少なくとも私がこれまで見たことのない品の良い顔立ちだ。

　驚いた私は、不覚にも一瞬怯んでしまう。

「……えっ、ああ？　大丈夫って？」

　青年は何かを考えるようにぼーっとしており、私が話しかけたことでようやく顔を上げた。

「今の男たちに何か妙なことはされてないか？」

「男たち？　ああ……そういえばいたね」

（い、いたねって……）

　まるで他人事のような物言いだ。

（もしや絡まれていたことに気づいていなかったのだろうか）

　青年は私より少し歳上のようにも見えたが、その目を引く外見と相まって浮世離れした雰囲気があった。

　いわゆる世間知らずの貴族のお坊ちゃん、という感じだ。

（なるほど確かにいいカモにされそうだ）

　いかにも育ちの良さそうな優男がこんなところでぼーっとしていれば、それはもう絡んでくださいと言っているようなものだろう。

　さすがに気がかりなので一応忠告しておく。

「このあたりはあまり治安が良くない場所だ。お前みたいな者がぼんやりしていれば絡まれて危険だ」

「危険……？」

　だが青年は私の忠告に対し、心底不思議そうな表情だ。

「な、何だ……？」

　じっと見つめられこちらが戸惑っていると、青年はふっと口元を緩めた。

「まさかそんな風に思われることが面白くて」

「はあ、何が面白いのかさっぱりだな」

　変な奴だ。

　本来なら馬鹿にしているのかと不快に思うところだが、その外見と雰囲気のせいか怒る気にもならなかった。

「そうだ、聞いていいかな。ここの場所って分かる？」

　青年が書類を取り出し、ちょいちょいと手招きした。

　私も王都には来たばかりであまり詳しくないものの、とりあえず確認してみようとする。

「って……おい、お前冒険者なのか？」

　見せられた書類は冒険者ギルドから発行されている任務の一覧表だった。

（このぼんやりとした男が？）

　まさかと疑いの目を向けると、青年はあっけらかんとした様子だった。

「そうだよ。今から向かおうかなって」

「向かうって、どの依頼だ？」

「とりあえずこれかなーって思ってるんだけど」

　そういって彼が指差したのは、Ａランクのドラゴン退治だ。

「……一緒に行くメンバーとはこれから待ち合わせなのか？」

　通常モンスター退治のような高ランクの依頼は、冒険者同士でチームを組んで、その依頼を受けることになっている。理由は単純に危険だからだ。

　もしやこう見えて高ランクの冒険者なのかとも思ったが、青年は私の質問に対し首を傾げた。

「いや、一人だけど」

「一人!?　……なあ、待て。お前ランクは？」

「ランク？　ああ……確かＥ級って言われたような」

「……お前、正気なのか!?」

「ドラゴンでしょ？　そんなに強い？」

「……ばっ！」

　どうやらこの青年はその無謀さをよく理解していないようだ。

　冒険者はランク判定の能力試験を、冒険者ギルドに登録する前に受けることになっていて、その試験で出たランクの結果で冒険者としての活動範囲が決まるのだ。

　最低ランクであるＥ級で冒険者をする者など、初めて見たかもしれない。

　そのうえＥ級が一人でＡランクの依頼をこなそうだなんて、非常識にもほどがある。

「ん、待てよ。お前ギルドで任務登録はしたか？」

「それって何です？」

「待て、そんなことも知らないのか？」

　違和感を覚えてあれこれ尋ねてみたところ、どうやら王都に来たばかりの冒険者らしい。

　ギルドで冒険者登録したもののあまり説明してもらえず、任務を請け負う際に受付での手続きが必要なことも知らないようだ。

（まあ、Ｅ級相手じゃあ対応が雑になるのも仕方がないか）

　まったく、何て面倒な男と関わってしまったのだろう。

　だがここまでくれば人助けだと教えてやることにする。

「Ｅ級のお前一人にそんな依頼受けさせてくれるはずがないだろう。単独で出来るものもあるけれど、依頼の難易度が上がれば上がるほど、最低五人以上のパーティーを作らないといけないんだ」

「へえ、そうなの？」

「依頼によって受けられる人数も決まっているんだ。安全面も考慮してるからな」

「残念。なら俺一人じゃ無理ってわけだ」

　当たり前だと呆れた後、私はこの命知らずな青年を改めて見る。

（……そうか、きっと家出だな）

　それならばこの男の全てに納得がいく。

　おおかた貴族のお坊ちゃんが冒険者に憧れて家出をしてきたのだろう。

　私の住んでいた田舎の村ですら、実力もないのに憧れている男連中が大勢いた。

　私との力比べに負けるとすぐに諦めたが、やはり冒険者という響きにロマンを感じるのだろう。おそらく彼も皆に持ち上げられて強いと勘違いしてしまったタイプだと予想する。

　とはいえさすがにこの歳で世間を知らなすぎだ。

（このままみすみす危ない目に遭うのは見過ごせないな）

　家出なのか勘当なのかは分からないが、放っておけば犬死にする未来は遠くないだろう。そうなればこちらとしても目覚めが悪い。

「分かった、こうして出会ったのも何かの縁だ。その任務、手伝ってやろう」

「手伝う？　君が……？」

「そうだ、お前は見ているだけでいい」

　私が勇者パーティーを作るにあたり、ちょうど明日新メンバーの候補たちと顔を合わす予定があったのだ。

　もともと彼らの実力を見るためにギルドの依頼を受けようとしていたので、ドラゴン退治なら彼らの力量を確認するにもちょうどいいだろう。

　加えてこの青年にも一緒に参加してもらい、自身の実力を客観視させてやろうと思ったのだ。

　いくらギフトがあってもＥ級レベルでは冒険者になる者は少ない。

　Ａランクの依頼を実際に見せ、冒険者という道を諦めさせることも一つの優しさだろう。

　だが青年は、私の言っている意味がよく理解できないといった、間の抜けた表情をしている。

「見てるだけでいいの？　俺戦うけど？」

「いや、お前は無理しなくていい。報酬もちゃんとやるから。出来る限りのことをしてくれればいい」

　はあ、と青年は不思議そうだ。

「で、お前は今日、これからどうするんだ？」

「どこか適当に泊まろうかなーとは思うけど……」

　特に当てがないのだろう。全く世話が焼けると、私は彼を手招きする。

「部屋が余ってるから客室を使わせてやる。お前みたいな奴が宿に行けばぼったくられるぞ。野垂れ死んでは困るからな」

　私には大きな屋敷が与えられており、部屋数も多い。

　青年は少し驚いたように目を瞬かせたが、私の提案に嫌がる素振りはない。

「よし、ならさっそくギルドに行き、明日の依頼を受けに行こう」

　そういって、私は青年に一緒に来るよう促した。

「君は親切だね」

「……いや、別に。ただお前が危なっかしいからだ」

　確かに、私はどうしてここまで親切にしているのだろう。

　この青年から悪意のようなものは感じなかったし、何も出来ない様子が放っておけなかったのだ。警戒心を解く温室育ちのような外見ということもある。

「分からないことだらけだから凄く助かるよ」

「た、大したことじゃない……」

　このときの私はストレートな感謝の言葉に少し舞い上がっていた。

　私が何か忠告しようとすると、おどおどされたり、敵視されたりすることがこれまで多かったからだ。

「まあ……必要ないかもしれないが、後学のためにギルドの依頼の受け方や掲示板の場所も教えてやろう」

「へえ、掲示板なんてあるんだ」

「個人や企業の依頼が貼り出されてるんだ。報奨金の出るお尋ね者の一覧や、パーティー募集の欄もあるんだぞ！」

　へえ、と青年は感心したようだ。

　彼が私を恐れる様子がないので、必要以上にあれこれ説明してしまう。

　そこでは私はまだお互いに名乗ってもいないことに気づいた。

「……私はレヴィ。レヴィ・ストラウス」

「ノーラ。ノーラ・ウイットリー。魔法と剣を扱う魔剣士だよ？」









　その晩、私は彼を客間に泊め、翌日約束していた三人と顔を合わせた。

　それがＳ級である戦士のモルト、槍使いのムック、魔術師ジージたちだ。

　彼らは最初、どうしてＥ級の人間と一緒に任務をこなすのだろうと怪訝そうな様子だった。当然の感情だろう。

　だがそれでも私が決めた以上彼らは余計な口出しはしなかった。

「いいかノーラ、お前は後ろから見ているだけでいいからな」

「レヴィ。分かったよ」

「絶対はぐれるなよ。何かあれば守ってやるから安心しろ。動揺して逃げるのだけは危険だから駄目だ。分かったな？」

「うん、了解したよ」

　ノーラは私の小言に対しにこにこと笑うだけだ。

　まったく何が楽しいんだと思ったけれど、結局嫌な顔一つしなかった。

　そうして始まったドラゴン退治だが、ノーラはさすが冒険者志望というべきなのだろうか。

　実際にドラゴンを目の当たりにすると、その大きさや迫力に大抵の人間が震え上がるのだが、後方で見ているだけとはいえ怯んだ様子はない。

（抜けているが、案外肝が据わっているんだな）

　やはり少し変わり者なのかもしれない。

　他の三人はというと、最初は少し苦戦していたように見えたものの、突然動きが良くなり、あっけなくドラゴンを退治したのだ。

「さすが、見事だったな」

　私が労いの言葉をかける一方で、三人は互いに顔を見合わせ困惑していた。

「いえ、普段はこんなに力は……」

「そうです、何だか急に身体が軽くなって」

「大丈夫だ、謙遜しなくていい」

　個人ランクが高いと傲慢な人間も多いというのに、彼らは何て謙虚なのだろう。

　チームというのは協調性も重要な要素になってくると、個人的には思っている。

（うん、いいパーティーになりそうだ）

　この三人ならやっていけそうだと感心していると、ジージがノーラに向かって恐る恐る声をかけた。

「あの、ノーラさんでしたっけ。……俺たちに何かしました？」

（……ん？）

　どういうことだろうと不思議に思ったが、そういえば魔剣士と紹介を受けたことを思い出す。

「ノーラ、お前は魔法が使えるんだったか？」

「うん、一応ね」

「彼らに何かしたのか？」

　Ｅ級なので大した戦力にならないことは知っていたが、一応彼には後方支援を頼んだのだ。

　すると、ノーラは「そうだよ」と首を縦に振る。

「見てるだけなのは気が引けたし、ちょっとした強化魔法を皆さんにかけさせてもらったんだよね」

「……強化魔法？　お前がか？」

「とはいっても、初期魔法で大したことないんだけど」

　ははは、とノーラは笑う。

　私は魔法に詳しくもないけれど、強化魔法とは個人の身体能力を上げる魔法だ。

　使い手の魔力量など実力によって効果が変化するらしいが、Ｅ級の使う魔力なら大した強化は望めないだろう。

　さてと、と私は三人の方を見る。

「ノーラが魔法を使ったとはいえ、お前たちの強さはよく分かった」

「……はい、ありがとうございます」

　少し合点がいっていない様子だったが、私としては彼ら三人の腕前に満足だったので、一緒にパーティーを組みたいと思った。

　歳もあまり変わらないし、性格も良さそうだ。

「同じパーティーとしてこれからよろしく頼む」

　そう彼らに伝えると、三人は戸惑いながらも喜んでいた。

　だがそこに――。

「ねえレヴィ。俺も駄目かな？」

　やりとりを眺めていたノーラが、割り込むように頼み込んできた。

「俺も、というのは？」

「俺もこのパーティーに入れてくれないかなって」

「……お前を？」

「そうそう」
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　私は改めてノーラのことをじっくりと見る。

（うーん……）

　私個人としてはこの男が嫌なわけではない――というよりむしろ気に入ってさえいる。

　少々浮世離れはしているものの、冒険者特有の面倒くさい押しの強さはないし、意外に根性も据わっている。

　戦闘中ももっと足手まといになるかと思いきや、そうでもなかった。

　冒険者には訳ありの人間も少なくはないが、犯罪を犯して逃げてきたタイプとも思えない。

（って、駄目だ駄目だ。本来はこいつに冒険者を諦めさすことが目的だろ？）

　そう自分に言い聞かす。

　とはいえ、彼の心が折れないのであれば、私にどうこうする権利はない。

（それにパーティーに入れるかどうかは別問題だ！）

　どうしたって彼はＥ級だ。私が良いと言っても、他の皆が反対するだろう。

　そう、思っていたのだが――。

「あの、俺からもお願いします」

「私も問題ありません」

「是非お願いしたいっす！」

　何故か他の三人にパーティーに入るよう強く懇願されてしまう。

　私が知らないところで、彼らがノーラを慕うようなやりとりでもあったのだろうか。

　三人の後押しに加え、ノーラがねだるような表情で頼み込んでくる。

「ねえ、駄目？」

「いやしかし……」

　きっとこの男は自分が人からどう見えるのか、自分の外見を最大限利用する術を分かっているのだろう。

　甘い表情と媚びるような目で見られれば、慕ってくるタイプに弱い私には抗いようがなかった。

「……分かった」

　ここまでくれば乗りかかった船だ。

「ただし、使い物にならないと判断したら追い出すからな」

　そうだ、もし問題があってもすぐに追い出せばいい。






　そして――。

「おいノーラ、これ以上前に出るなって言ってるだろ？」

「えー、大丈夫なのに」

「ほら、危ないからこっちの道から行け」

「過保護だなー、レヴィは」

「うるさい、言うことを聞け。死にたいのか！」

　約半年の間、私はノーラを戦闘には参加させず、ちょっとした後方支援や裏方の仕事をしてもらっていた。

　常識はないし、抜けていることも多々あるが、その代わり皆が知らないような野営の雑学や地形の利を知っていたりと、不思議な才能を見せてくれることもあった。頭も悪くない。

　ガサツで粗野な冒険者かチャラついた冒険者ばかり見ていたからか、ノーラのようにキラキラした柔らかい雰囲気には庇護欲が湧いたし、顔が良いので目の保養にもなった。

　私も彼の面倒を見るのは嫌じゃない。

　他の三人に馬鹿にされることもなく、むしろ敬われているようにさえ見えた。そこが少し不思議だったけれど、とにかく平和に問題なく日々は過ぎていった。






　だが今回、緊急招集が行われたのだ。

　勇者パーティーは強制的に緊急任務に参加することとなる。

　これまでは良かったが、さすがに戦力としてあてに出来ない彼を連れて行くことは厳しいだろう。

（怪我をさせて死にでもしたらどうする……）

　そう思いパーティーから追放することを決めたのだ。






「――……なあ、随分ペース早いけど大丈夫？」

「……へ？」

　店主に声をかけられ、私はハッとなる。

（いけないいけない）

　過去の思い出に浸りながら、ついつい酒を飲み過ぎていたようだ。

　もう少し飲みたい気分だったので、追加でもらおうとしたが、店主に止められる。

「そんなに強くないだろう？　これ以上はやめときなって」

「んー、そうか？」

「ノーラくん、追い出したんでしょう」

「……そう、だったな」

　これまではお酒を飲んでいても、ある一定の量を超えるとノーラがストップをかけてくれていた。

　私のふらふらの身体を支えて、よく部屋まで運んでくれていたことを思い出す。

「まあ、ノーラくんはレヴィさんの前ではあんな感じだけど、その……貴女のためにいろいろと動いてくれていたんだよ」

「……いろいろって？」

「その、まあ……いろいろだよ」

　店主もここでノーラとはよく顔を合わせていたので、今回の追放には思うところはあるようだ。

　皆が私の決意を揺るがすようなことばかり言ってくる。

（思えばノーラは不思議な男だったよな……）

　戦闘にはまるっきり使えないのに、ノーラと一緒だといろんなことがよく回り始めるようになった。

　私は近寄りがたいタイプだが、それでも『勇者』という称号の影響が大きいこともあり、邪よこしまな気持ちで私に近づく貴族や商人も少なくなかった。

　そんな連中に私は少々うんざりしていたが、ノーラを買い物や商談に連れて行くようになってからは、そういった連中がぱったりと近づかなくなったのだ。

　最初はノーラに不思議なオーラでもあるのだろうかとも思ったが、きっと男性が一緒にいることで騙そうという人間に対しての抑止力になったのだろう。

　だが、もうこれからはノーラを引き連れて歩くこともなければ、飲み過ぎても自分の足で帰らなければならない。

（これからはもう、あいつにも甘えられないからな……）

　ノーラの優しさに甘えすぎていた。

　これからは酒の量も自分でセーブしなければならないと、出された水を飲む。

　ゆっくりと酔いを覚ましていると、ふいに他のテーブルの話が耳に飛び込んできた。

「聞いたか。西の森の討伐の話」

「ああ、お前らのパーティーは行くのか？」

　話題になっていたのは今回の緊急招集の話だ。

　冒険者の参加は自由なだけに、どうするかはか意見が分かれるだろう。

（まあ、参加しないパーティーも多いだろうな）

　あまりにもランクが低いパーティーなどは、よほど金に困っていない限りリスクも大きいはずだ。

　私はしばらく耳を傾けていると、途中興味深い話題に切り替わった。

「そういや知ってるか？　初代勇者の話だが」

「久しぶりに聞く話だな。それがどうしたんだ？」

「最近王都に現れたらしいって噂を聞いたけれど……」

「馬鹿馬鹿しい、どうせまたデマだろ」

　初代勇者が現れたのは、今から七年ほど前。

　当時災害級モンスターが国中を騒がせていて、そのモンスターを退治したのが初代勇者と言われる人物だ。

　そんな勇者を国王がたいそう気に入り、褒美として爵位を与えたのだという。

　初代勇者の情報はシャットアウトされていて、名前や顔が公開されることもなければ年齢や出身も明かされていない。

　だがその強さの逸話だけが語り継がれている。

　一太刀で岩は砕け、二太刀で地面が割れ。

　三太刀もすれば嵐が起こるのだ――と。

　だが彼はある日忽然と姿を消したのだ。

『勇者はどこへ行ったんだ』

『王様が探しているらしいぞ、探せ、勇者を探せ！』

　それ以来勇者の目撃情報があちこちであがるようになったけれど、ほとんどが自称勇者の狂言ばかりだ。

「勇者捜しって、今まで何度もそういう話あったよな。顔も名前も分かんねえのに、毎度飽きないよな」

「探すなら指名手配犯の方がまだチャンスがありそうだ」

　ははは、と笑っている二人に思わず同意してしまう。

　すると、違う場所からバンッとテーブルを叩く音が聞こえてきた。

「てめえ、いい加減にしろよ」

「はあ、やるのかオラッ」

　周囲の言葉を遮るような怒鳴り声が店内に響いた。

　どうやら酔っ払った客同士の言い争いのようだ。

　こういった場所では日常茶飯事とはいえ、あまり気分のいいものではない。

　周囲の客はまあまあと熱くなっている二人をなだめようとしている。

（私の出る幕はないかな）

　フードで顔を隠してはいるものの、勇者がここにいると知られれば注目されて面倒だ。

　だが男たちはヒートアップし立ち上がると、お互いの胸ぐらに掴みかかる。

　すると揉み合いになった拍子で、近くにいた下働きの女性店員がよろけそうになる。

「きゃっ」

　私は慌てて立ち上がり、倒れた女性店員の側に駆け寄った。

「大丈夫か？」

「あ、はい……♡」

　女性店員は私を見て何故か頬を赤らめる。そういえば以前王女様を助けたときも同じような反応をされたことを思い出す。

　私は女性店員を軽く介抱した後、突き飛ばしたことにも気づかずに騒ぎ続ける連中の間に割って入ろうとした。

「おい、お前たち……」

「あのー、騒がしいのでお静かにお願いします」

　だが私よりも先に一人の若い青年が、いがみ合っている二人の腕を掴み仲裁に入る。

　見慣れない青年だ。歳は私と近いだろうか。

　だが仲介に入ったことで、喧嘩していた二人の怒りの矛先がその青年へと向く。

「くそ、何だ急にお前……くそ、離せ！」

　男性客の一人が青年の胸ぐらを掴もうとした。

「お前らいい加減にしろ！」

　我慢できなくなった私は、店中に響くような大声で怒鳴りつけた。

　皆の視線が私へと向けられる。

「お前らが勝手に喧嘩するのは自由だが、関係ない者たちを巻き込むのは違うだろ」

「ああ!?　誰だお前偉そうに」

「私か？　私はレヴィ。レヴィ・ストラウスという」

　被っていたフードを取り名を名乗ると、一気にその場がざわめいた。

「レヴィって、まさかあの……？」

「女勇者じゃないのか？」

　私が誰だか気づいたようで、周囲に動揺が走る。

　喧嘩をしていた二人は血相を変えて私に謝罪するが、謝る相手が違うだろうと苦言を呈した。

　すると彼らはしぶしぶ女性店員や仲介に入った青年に謝罪し、その場は一応の収まりを見せる。

　だが女である私に注意されたことが、どうやら気に入らなかったようだ。

　私がカウンター席へと戻ると、聞こえないように陰口を叩く。

「……くそ、何だよあいつ、相変わらず偉そうにしやがって」

「噂どおり高飛車な女だな」

「――何か言いたいことでもあるのか？」

　振り返り睨み付けると、二人は慌てて目をそらしたので、私は鼻で笑ってやった。

（ふん、くだらないな……）

　私は再びグラスの中に残っていた酒を飲む。

　高飛車で可愛げが無い生意気な勇者だと、陰口を叩かれるのは日常茶飯事だ。

　負け犬の遠吠えということも知っているし、別に慣れている。

『レヴィはお節介だけどかっこいいよね』

　いつだっただろう。ノーラに言われた言葉だ。

　冒険者らしくなかったノーラは、心安まる存在だったと改めて思い知らされてしまう。

（はあ、まいったな……）

　こんなに感傷的になるなんて。

　思いの外、ノーラを追放したことに対するダメージがあるようだ。

　だが今日はもう仕方がない。自分自身を慰める日だと腹をくくるしかなかった。

「あの、少しいいですか？」

　すると突然、私の隣に誰かが腰を下ろした。

　それは先ほど喧嘩の仲介に入った若い青年だった。

　この辺りでは見慣れない顔だが、身なりからしておそらく冒険者だろう。

　何の用だと少しだけ不審に思っていると、青年は私の警戒心を解くように笑う。

「さっきはありがとうございました」

「いや、私は別に……」

「格好良かったなって思いまして。よければ、私に一杯奢らせてくれませんか？」

　青年は店主に酒を頼むと、ほどなくして私の前に酒が置かれた。

「ほら」

　私は無碍にも出来ず、青年がグイッと酒を飲んだ後につられるように酒を飲む。

　この酒美味しいでしょう、と軽い前置きがあったあと、青年はようやく本題に入った。

「すみません。実はさっき貴女が店主の方と話していた会話が聞こえてきまして」

「さっきって……」

　ノーラを追放した話だろうか。少しだけ警戒してしまう。

　だが青年は意外な答えを口にしたのだ。

「実は私、仲間に入れてくれるパーティーを探しているんですよ」

　すると青年は笑顔を浮かべ、静かに自己紹介を始めた。

「アイザックと申します。一応魔剣士です」

「魔剣士……」

「王都には昨日来たばかりなんで、まだ知り合いもいないのです。もし欠員がいるなら仲間にしてほしいなーなんて思いまして」

　何という巡り合わせだろう。

　ノーラを追放してすぐ、王都に来たばかりの魔剣士に再び仲間にしてほしいと言われるなんて。

　私はアイザックという男を改めて観察した。

（この男……ノーラに似ているな）

　外見や口調などは全く違うけれど、柔らかいが物怖じしない堂々とした態度が、彼にそっくりだ。

　さて、どうしたものだろう。

　喧嘩を仲介した様子からしても、悪い印象はない。

　パーティーの最少人数は五人なので、それを満たすためにもあと一人急ぎで仲間を募集しなければと考えていたところではある。

　ただ、ノーラを追放した理由が理由だけに、誰でも仲間に引き入れるわけにはいかない。

「言っておくが、私のパーティーは」

「噂に名高い勇者パーティー、……でしょう？」

「……そうだ」

　勇者パーティーと言えば大抵の人間は少し怯むが、その様子は微塵もない。

　どうやらよほど自分に自信があるようだ。

「お前、個人ランクは？」

「これでも一応Ｓ級なんです。上位魔法も一応使えますよ」

　ほら、と携帯していたランク証を私に見せてくれた。

　なるほど、これなら確かに実力は申し分ないだろう。

　正直誰もが欲しがるような強力な人材だ。

　だがここで即決は出来ない。

　何せ今の私は酔っ払っているし、勢いで決めていいことはない。

　素面の状況で判断した上で、他のメンバーとのバランスも考えなければならないのだ。

「まあ、前向きに検討したいと思ってはいるが……」

　とりあえず明日にでも話そうと、提案しかけたとき。

　店の入り口の鈴がチリンと鳴った。

　反射的に入り口に視線を向ける。

「…………ノーラ？」

「レヴィ、見つけた」

　客として現れたのはノーラで、私の姿を確認すると真っ直ぐこちらへ向かってくる。

　私は気まずさに思わず顔を背けてしまった。

「部屋にも戻っていなかったからここかと思って」

　ノーラは空いていた私の隣の席にすっと腰を下ろした。

　これまでと変わらない態度に心苦しい気持ちになるが、怯むなと自分を奮い立たせた。

　ノーラから視線を逸らし、正面から無視しようとする。

「ねえレヴィ、話をしようよ」

　ノーラは甘えたような口調で私の顔を覗き込んでくる。

　色っぽい目に絆されそうになるが、ここは我慢だ。

「……お前と話すことなどない。こんなとこまで一体何の用だ」

「ええ、冷たいなー」

　私はこれまでにないほどの素っ気ない物言いをする。

　今までこの人たらしのような甘い笑顔にやられてきたが、今回は本当に諦めさせなければならない。

　ノーラのことが大切だからこそ、私は再び心を鬼にする。

「お前など私に必要ないといっただろ？」

「でも、絶対後悔すると思うけど？　そんなに深酒して。もうすでに後悔してるように見えるよね」

「う、うるさい、適当なこと言うな！」

　何もかも見抜いているような物言いに腹が立つ。

　ノーラはどうすれば諦めてくれるのだろうか。

　するとノーラは私の隣にいたアイザックに視線を移した。

「ねえさっきから、気になったんだけど……この人は？」

「わ、私ですか？」

　たじろぐアイザックを庇うように、私は勢い余って口を開く。

「こいつは――新しいメンバーだ！」

　まだ保留段階だというのに、自分でも何を言ってるのだろうと思う。

　すると、今までどこか余裕があったノーラの表情が曇った。

「……新しいメンバー？」

「ああ、そうだ」

　こうなれば強硬手段だ。

　私はアイザックの腕を取り、ノーラに見せつけるようにぐいっと引き寄せる。

「お前の代わりは、……もう見つけたんだ」

　ノーラに諦めてもらうため、あえて冷たく宣言する。

「だからお前はもう用済みだ」

　アイザックには明日改めて勇者の屋敷に訪ねるように告げて、飲み代をカウンターに置く。

　席を立ち店を出て行こうとすると「待ってよ」と背後からノーラに腕を掴まれた。

「レヴィ、本当に俺を追放するの？」

　手に込められた強い力に、私の肩はビクリと震えた。

　ノーラの表情は、これまで見たことないぐらい冷たい。

　ぞっとするような低い声色だ。

（……ノーラ？）

　普段とは様子が違いすぎて、反射的に慄おののいてしまう。

「……そうだ。そう言ってるだろう」

　私が言葉を絞り出すと、ノーラはしばらく沈黙する。

　そして何か考えがまとまったのか、ノーラはゆっくりと微笑んだ。

「分かった。なら俺は俺のやりたいようにするね」

「え？」

「レヴィ、今までありがとう」

「……あ、ああ」

　追い縋られることも、罵倒されることも覚悟していた。

　それなのに、まさかこんなにもあっさりと引き下がられるとは。

　ノーラの表情は先ほどとはうってかわって、不気味なぐらい穏やかだ。

　私はその変わりように少し戸惑ってしまう。

「……その、ノーラ。さっきも言ったけどすぐに部屋から出て行けというわけじゃないからな」

　だがノーラはそれに同意しない。

「相変わらず甘いねレヴィは」

　ノーラは私を馬鹿にしたように笑うと「じゃあね」と言い残し、そのまま店を出て行った。

　そして――。

「ノーラはどこへ行ったんだ？」

　その後私が屋敷へ戻ったとき、ノーラの姿は既になかった。

（しばらくここに住んでもいいって言ったのに……）

　報酬はしっかりと渡していたので蓄えはあったと思う。

　荷物ももともと多い方ではなかったので、すぐに出て行けたのかもしれない。

（私を恨んでいるだろうな……）

　あのやりとりが最後だったのかと思うと、胸の奥がぎゅっと締め付けられる。

　だが私から始めて――私から断ち切った関係だ。

　悲しむ資格も、傷つく資格もない。

（これでいい、これでいいんだ）

　ノーラの気配が消えた部屋を見ながら、自分にそう言い聞かせることにした。

















第二章　追放したけれど再会する












　数日後。

（ようやくついたか……）

　私たち勇者パーティーは、西の森に現れた災害級のモンスター討伐のため、西部駐屯地に来ていた。西武駐屯地は西の森に一番近い国軍の施設だ。

　今回の緊急招集に参加したのはメインで指揮する国軍と、国中から集められた大勢の名の知れた冒険者たちだ。

　冒険者として参加したパーティーには報奨金が支払われ、活躍に応じて上乗せで報酬を貰えるようになっている。

「なあ、あれが勇者パーティーか」

「あの金髪の女が勇者だそうだが……」

　到着してすぐ、集まった他の冒険者たちから好奇の目を向けられる。

　他の町からも来た冒険者や、普段関わりのない下位ランクの冒険者からすれば私は珍しい存在なのだろう。

　ちらちらと視線を集め、噂される。

（別に、もう慣れたけれどな）

　私たちのパーティーは圧倒的な強さで依頼をこなし、勝利を収めてきたのだ。周囲からの羨望せんぼうを浴びるのも致し方がないことだ。

　だが、今の私たちには少々不安なところがあった。

　ノーラを追放し、その代わりにアイザックを迎え入れた私たちだが、何故かパーティーの戦力ダウンが見られたのだ。

『こいつが新しい魔剣士使いのアイザックだ。よろしく頼む』

　アイザックを新メンバーだと皆に紹介したあと、私たちは連携を確認するためにそのままＢ級のモンスターを倒す任務へと向かったのだ。

　任務終了後、アイザックは「さすが勇者パーティーですね」と感心してくれたが、私たちは素直に喜べなかった。

　というのも、連携がうまく出来ていないからか、モンスターを倒すのに今までの倍近い時間と労力を要してしまったのだ。

　もちろんアイザックはＳ級なだけあって強い。

　新しいパーティーなので全体の調和が乱れているだけだろう。慣れればすぐに勇者パーティーとしての勘を取り戻していくはずだ。

「あっらー、勇者パーティーの皆さんこんにちは」

　するとそこに、腹が立つ甲高い声が聞こえてきた。

「どうしたのかしら、暗い表情ですこと」

「……はあ、うるさい連中がきたな」

　思わずため息と共に本音が口から漏れてしまう。

　私の前に現れたのはＳ級パーティーの『紅蓮』の連中だ。

　パーティーの半数が女性で編成されていて、私の目の前にいる派手な格好の女は、紅蓮のリーダーであるサマンサだ。

　同じ女性リーダーということや、狙う依頼が被ることが多く、互いにバチバチにやりあう関係だ。

　彼女は勇者という称号を持つ私をライバル視し、会うたびによく私に突っかかってくる。

　少々面倒くさい女だ。

「いつもうちのレヴィがお世話になっております」

「いえいえ、こちらこそうちのサマンサが……」

　だが仲が悪いのは私たちだけで、横で見ていたお互いのメンバーが和やかに挨拶を始め出した。

　サマンサは私に向かってフンッと馬鹿にしたように笑う。

「そういえば聞いたわよ」

「何だ？」

「あんた、ノーラを追い出したんだって？」

「……うるさい、お前には関係ないだろう」

　仕方がないとはいえ、あまり触れられたくない話題だ。

　サマンサは以前からノーラのことを気に入っていたようで、彼を見るたびに「レヴィなんかやめて私のオトコになりなよ」と妙な誘いをしていた。

　ノーラを追放したことを非難するような、喧嘩腰の表情が癪に障る。

「……まあ、いいけどね。で、そっちの見かけない男は新顔ってわけ？」

　サマンサは私の隣にいたアイザックを興味深そうに眺める。

「新参ですが。どうもはじめまして」

　アイザックがニコニコと愛想良く挨拶をすると、サマンサは少し怪訝そうな表情を浮かべた。

「……あれ、最近どこかで見た覚えがある気がするんだけど」

「たまに言われるんですよ。ほら、よくある顔ですから」

「ふーん」

　まあいいわ、とサマンサはすぐに興味を失ったようだ。

「そうだ。うちにも新しいメンバーが入ったので紹介しとくわね」

「新メンバー？」

　そういえば紅蓮の一員である魔法使いの姿が見えない。

　どこにいるのだろうと不思議に思っていると、サマンサが「こっち」と手招きする。

「なっ、お前……」

　サマンサの隣に並んだ男を見て、絶句したのは私だけじゃない。

　隣にいる、モルトもジージもムックも、皆が動揺していた。

「ノーラ、お前何で……」

　どうしてノーラがこんな場所にいるのだろう。

　私は目を疑った。

　危険だと思ったからこそ、断腸の思いで追放したのに。

　私たちに気づいたノーラは、今までと何も変わりない笑顔で微笑んだ。

「ああ勇者パーティーの皆さん、久々だね」

　わざとらしく挨拶をした後、ノーラは当然のようにサマンサの隣に並んだ。

　まさかと思い、私は問いただす。

「もしかして、新メンバーって」

「ええ、この子よ」

　ノーラはサマンサの横で、馬鹿みたいににこやかな笑顔を浮かべる。

「お前ふざけるなよ！」

　私はカッとなって思わず叫んでしまった。

　ノーラはきょとんとした表情だ。

　周囲の冒険者たちからの視線を感じたが、私はそれを無視して睨み付ける。

「何のためにお前を追放したと思ってるんだ。……どうして紅蓮のメンバーなんかに」

　私の声は怒りで震えていた。

　ノーラのためを思って心を鬼にして突き放したのに、まさか緊急招集に参加しているだなんて。

　だがノーラは私の怒りなどまるで理解していない表情だ。

「どうしてって。何で駄目なの？」

「何でって、お前……」

「そうよ、ギルド条約第五条にあったでしょ？　メンバーは双方の合意の下でパーティーに加入出来るって」

　そこにサマンサがご大層に条約なんて持ち出して説明してくる。

　それが暗に「お前だってギルド条約第六条を使ってノーラに対し一方的に戦力外通告しただろう」と告げていた。

　だがそういう問題じゃないと、私はサマンサを睨み抗議する。

「お前は正気か？　こいつは戦闘に向いてないんだぞ！」

　紅蓮はとにかく攻めて攻めて攻めまくるゴリゴリの超攻撃型パーティーだ。（なお私たちは攻撃や防御、回復のバランスを重視したパーティーだ）

　ノーラのようなタイプは、基本的に足手まといにしかならないだろう。

　荒っぽい戦い方をするので、ノーラが怪我をする可能性だってぐんと上がるはずだ。

　怪我をしてほしくない、危ない目に遭ってほしくない。

　そう思って突き放したのに――。

「ノーラ、お前、危険だって分かってるのか！」

「もちろん分かってるよレヴィ」

　私の問いかけに、ノーラは涼しい顔で受け流すだけだ。

　それなら、と私が声を荒げようとすると、ノーラは遮るように口を挟む。

「でも俺がどのチームに所属しようと俺の勝手だよね？」

　向けられたのは、拒絶の笑みだ。

「それにこの作戦への参加は任意でしょう？」

「でもお前、怪我をしたら……」

「俺のことをあっさり捨てたくせに」

「違っ……！」

「怪我をしようが何をしようが、レヴィにはもう関係ないよね？」

　突き放すような物言いに、私はショックを受けた。

　私に対し良い感情を抱いていないのだと痛感させられ、胸の奥が締め付けられるように苦しくなる。

「そんな、私はただ……」

　すると、ずっと隣で聞いていたサマンサが癇に障る笑い声を上げた。

「きゃはははは！　だよね、ほーんとウケる。あんた何様なのよ。部外者なの分かんないの？」

「し、しかし……っ！」

「自分で追放したんでしょ？　それなのに何を今更うちの子に説教かましてくれてるわけ？」

　意味分かんないわよね、とサマンサは紅蓮のチームに目配せすると、皆同意するように苦笑いをした。

「レヴィ。俺は自分の意志で紅蓮に入りここにいるんだ。だから君にとやかく言われる筋合いはないよ？　もう同じパーティーじゃないんだから」

　ぞっとするような冷たい瞳だった。

　これまでの従順だったノーラとは違う、反抗的な態度だ。

　もちろん――彼らの言い分は間違っていない。

　追放したあと、ノーラが何をしようとしても自由だ。

　それでも怪我をしてほしくないという気持ちを無下にされたようで、悔しさにぐっと唇を噛んだ。

「わ、私はただ……お前のことを……」

　するとその時、遠くから集合の声がかかった。

「ほら、ノーラ行くわよ」

　サマンサはわざとらしく言葉にし、ノーラの腕を引く。

　紅蓮のメンバーもそれに続くが、そのうちの一人が足を止めて、ちらりと私を見た。

「……あの、どうしてあの人を追い出したんですか？」

　意味深な物言いに、私は思わず眉をひそめた。

「どういうことだ？」

　他の紅蓮のメンバーは、やめなよ、と窘たしなめる。

「何であの人を追放なんかしたんです？　……正直意味が分かりません」

「……それはどういう意味だ？」

　分からないのはこちらの台詞だ。

　だが、紅蓮のメンバーは互いに顔を見合わせるだけで、具体的な回答をくれない。

　すると、皆がなかなか来なかったからか、サマンサが紅蓮のメンバーを呼びに戻ってくる。

「ちょっと、レヴィになんか聞いても無駄よ。だって、あの子ノーラのこと、何も知らないんだから」

「なっ……」

　何も知らないとはどういうことだろう。

　私はサマンサを睨み付けるが、彼女は「行くわよー」と皆を引き連れて歩き出したのだった。









（まったく、一体何だっていうんだ）

　その後駐屯地内の講堂では、災害級モンスターの討伐チーム全体での作戦会議が行われた。

　今回西の森で観測されたモンスターの種類、特徴、地形や作戦などが伝えられ、討伐予定の災害級モンスターの近くには、まるで付き従うように多くのモンスターが群れをなしているのだと教えられる。

　事前に探索魔法を使用し、だいたいの生息場所や数など把握しているようなので、目標地点まで高ランク冒険者たちで一気に攻め入り、災害級モンスターを倒すという流れだ。

　一度全体の説明が終わった後、今度は各自パーティー内での段取りを話し合った。

「アイザック。お前は一度後方から攻撃した後、モルトの後に続いて、彼を援護してくれ。モルトは身体が大きい分、一撃のダメージはデカいが、次の動作まで時間がかかるんだ」

「はい、分かりました」

「ジージもムックも、まだ慣れないアイザックをフォローしてやってくれ」

　私は作戦の指示をしながらも、ずっとノーラとサマンサのことで苛々していた。

　皆は私の逆鱗に触れてはならぬと、先ほどのノーラとの一件にはあえて触れようとしない。

　私もなるべく平静に努めようとするけれど、ときおり思い出しては腹が立ってしまう。

　それでもどうにか滞りなく打ち合わせは終了し、今日は解散となる。

「じゃあ、私はこっちだから」

「レヴィさんおやすみなさい」

　軽く四人に挨拶をし、私は皆とは違う方向へと向かう。

　冒険者には専用の宿舎が与えられており、私は勇者ということもあって個室が与えられていた。

（苛々してる場合じゃないな。明日に備えて今日は早めに寝るか……）

　私は用意された部屋へ向かおうとすると、前方に話し合いを終えたばかりの紅蓮の連中が見えた。

　当然ノーラの姿もあり、思わず足を止めて身を隠してしまう。

　どうして隠れたのか、自分でも分からないけれど、楽しげに話しているノーラの姿を見るうちに、ふつふつと怒りに似た悔しさが胸の内からこみ上げてくる。

（私がいなければ何も出来なかったくせに……）

　まさかあんな反抗的な態度を取るなんて。

　確かに追放したけれど、これまで私が散々面倒見てきたのだ。

　ノーラのことならお前よりも知っている、というサマンサたちの態度も気に入らなかった。

　だがノーラを眺めていると、ふいに寂しさが湧き上がってくる。

（もう、私のパーティーじゃないんだな……）

　改めて実感してしまう。

　ノーラは自らの意志で紅蓮のパーティーを選んだのだ。

（そうだ、もう私には関係ない……）

　それがノーラ自身の選択だ。

　ノーラがどんな人物だってどうでもいいし、私に知らない秘密があったとしても関係ないのだ。

（ノーラなんて、もうただの他人だ）

　気にしなければ良いと、自分自身に言い聞かす。









　翌日――作戦本番の日を迎える。

　その日、信じられないことが起こったのだ。

















第三章　女勇者、キスをする












　作戦実行の夜、駐屯地の大食堂では、祝杯が上げられていた。

　そこで一番話題になっているのは私たち勇者チーム――ではない。

「紅蓮すごかったよな」

「あいつら、あんなに強かったっけ？」

「おほほほほ、もっと言って頂戴、もっと言って頂戴！」

　高笑いを響かせるのは上機嫌のサマンサだ。

　私は癇に障る笑い声を聞きながら、隅のテーブルで酒をあおり怒りに震えていた。

（くそ、何なんだあいつは！）






　討伐作戦は朝から実行され、私たち勇者パーティーは事前の作戦通り災害級モンスターに付き従うモンスターの討伐を行っていた。

　だがここで少しトラブルが起きてしまったのだ。

（くそ、こいつらがこんなに強いだなんて！）

　今までに幾度となく倒してきたモンスターなのに、一体どういうことなのだろう。

　やはり私たち勇者パーティーは全体的にパワーダウンしているように思える。

　連携不足というよりも、個々の能力値が下がったような感覚だ。

（もしや強化魔法のせいか？）

　思いつくのはノーラのかけていた強化魔法だ。

　しかし所詮初級の魔法だし、ノーラの魔力では強化魔法をかけたところでそう大差はないはずだ。

　本来、Ｅ級のノーラがいなくなりＳ級のアイザックが加入するのなら、パーティー全体が以前よりも強くなっているべきなのに、どうしてうまくいかないのだろう。

（思っていたより時間がかかった。出遅れた）

　これまでならもう少し早くモンスターを倒し、本丸である災害級モンスターがいる場所まで到達できたはずなのに。

　ようやく災害級モンスターの元へと私たちがたどり着いたとき――。

「倒した。紅蓮の手柄だ！」

　災害級モンスターはすでに倒されており、周囲の冒険者たちから大きな歓声が上がったのだ。






　そうして災害級モンスターを倒した紅蓮は、今日一番の功績を挙げたパーティーとして注目を浴びていた。

　これまで勇者パーティーがいればそれ以上の大きな活躍がなかった紅蓮なのに、今回は私たちの苦戦をあざ笑うかのように手柄を立ててしまったのだ。

　みな紅蓮を褒め称え、ゲラゲラと笑いながら酒を飲む。

　まだ周辺の低級モンスターの討伐が残っているため任務自体が終わったわけではないが、冒険者はいつ何が起こるか分からない世界で生きているため、任務終わりには毎度のように酒を飲む習慣があるのだ。

　そして紅蓮の中で一番注目を浴びていたのは、何とノーラだった。

「あいつ凄かったよな、ノーラだっけ？」

「以前勇者パーティーにいた奴だろ？」

　どうやら今回、災害級モンスターに致命傷を負わせたのは彼だという。

（あいつが？　本当に？）

　最初その話を聞いたとき、私は正直耳を疑った。

　ノーラが戦うところを今まで見たことがなかった分、余計に信じられなかったのだ。

（あいつはＥ級だったはずだぞ）

　魔剣士といっても実際に剣を取って戦うことはなく、剣などお飾り程度のものでしかなかった。にわかには信じられない。

　話題の中心であるノーラは紅蓮の女性メンバーや、屈強な冒険者たちに囲まれながら、涼しい顔で酒を飲んでいる。

　そんなちやほやされている様子が妙に癪に障った。

　もちろん勇者パーティーとしての期待に応えられなかった不甲斐なさもあるし、紅蓮に対する悔しさもある。

　だが一番苛立って仕方なかったのはノーラのあの変わり様だ。

　私が守ってやらなければすぐにでも怪我をして離脱しそうな奴だったのに、どうしてあんなに堂々としているのだろう。

（まるで別人のようだ。まさか強さを隠していたのか？）

　今まで私の見てきたノーラは何だったのだろうか。

　強いと知っていたならば、私があんなに悩んでまで追放する必要なんてことなかったし、そもそも最初から守ろうだなんて思わなかった。

　どうして非力なフリをしていたのか分からないけれど、どちらにせよ今の私にはあまり気分の良い状況ではなかった。

（まさか、私をずっと馬鹿にしていたのか？）

　一度考え出すとマイナスなことばかり考えてしまう。

　くそっと舌打ちをした後、胸の鬱憤を誤魔化すように酒を飲んだ。

　だが事実はどうであれ、ノーラは自分の仕事をしただけだ。

（情けない……）

　ノーラとは対照的に、私たちは今回何一ついいところがなかった。

　しばらく酒を黙々と注いでは飲みを繰り返していると、ガチャンと耳をつんざくような食器の音と共に、騒がしい怒鳴り声が聞こえた。

「おい、やめろって！」

「いいぞいいぞ、やっちまえよ！」

　酒の席でよくある冒険者同士の喧嘩だ。

　むしろちょっとした余興のようで、外野は面白がってわいわいと騒ぎ出す。

　すると血が騒ぐのかお祭り好きのモルトやジージ、ムックの三人も立ち上がり、その輪の中へと交ざりに行く。

　今いるテーブルには私とアイザックの二人だけが残された。

「アイザックは行かないのか？」

「私は静かに飲んでる方が好きなんですよ。あの、隣に移動してもいいですか？」

「ああ、大丈夫だ」

　承諾すると、彼は飲んでいた酒を持って私の横の席に移動してくる。

「お疲れ様です」

「ああ……」

　アイザックが酒の入った洋盃を掲げたので、改めて二人だけで乾杯をした。

　すると、アイザックに今日の戦闘のことについて切り出された。

「すみません、私が足を引っ張ってますよね」

「あ、いや……違うからな！」

　私の機嫌の悪さが顔に出過ぎていたのかもしれない。

　まだ入って間もないアイザックに気を遣わせてしまったことを反省する。

「お前がどうってわけじゃなくて、皆が調子を落としているんだ」

「本当ですか？」

「そうだ。だから気にしないでくれ。お前は十分強いし、よくやってくれている」

　だから大丈夫だと念押しすると、アイザックは安堵したような様子だ。

「それならいいんですけど……あ、どうぞこれも飲みやすいですよ」

「ん、ああ、悪いな」

　アイザックは近くにあった酒を私に注いでくれた。

　私は促されるままにその酒を飲む。

　飲みやすいけれど、思ったよりも強い酒だ。一瞬目の前がくらりとくる。

「あのレヴィさん……」

「何だ？」

「その……少し相談したいことがありまして」

「――相談？」

　私はその申し出に背筋を正す。

　勇者パーティーに入りたいと言われ、勢いのまま加入してもらって今だ。

　ずっと慌ただしかったので、アイザックとゆっくり話す時間も設けられなかった。

　慣れない環境だ、何か心配事でもあるのだろうか。

「……どうしたんだ？」

　そう尋ねたとき、カーンッと再び食器が落ちる音がした。

　どうやら喧嘩は収まるどころかヒートアップしているようだ。

「まったく、騒がしい奴らだな」

「もしよければ、どこか別の場所で話せませんか？」

「そう、だな……」

　アイザックの申し出に頷く。

　確かにここは騒がしく声も聞き取りにくいので、あまり込み入った話をするには不向きだろう。

「ならあとで私の部屋に訪ねてきたらいい」

　そこならゆっくり話せるからと、アイザックに提案すると、彼は少し意外そうな顔をした。

「いいんですか？」

「ああ、食事が終わった後、好きなタイミングで来ればいい」

　助かります、とアイザックは再び私の空いた洋盃に酒を注いでくれた。

「あ、ああ……」

　きっとアイザックからは酒が強いと思われているのだろう。

　疲れたこともあって、少々酔いが回ってきたけれど、とりあえず注がれた酒を飲もうとする。

　だが突然、その酒は誰かによって取り上げられた。

「……レヴィ、飲み過ぎだよ？」

　背後から声をかけてきたのはまさかのノーラだった。

　初めはいきなりのことにキョトンとしたけれど、私はすぐにノーラを睨み付ける。

「……今日の主役が何の用だ」

　以前はこういった酒の席ではノーラが私の世話をしてくれていた。

　飲み過ぎないようにお酒の量を調整してくれたり、酔い潰れた私を部屋まで運んでくれたりと迷惑をかけたけれど、いつも面倒をかけられているノーラならおあいこだろうと甘えていたりもした。

　でも、それは同じパーティーにいたころの話だ。

「レヴィ、酔ったら自分がどうなるのかまるで分かってないよね？」

「うるさいな、放っておいてくれ」

　ふん、とそっぽを向く。

　私のこと何てもうどうでもいいくせに一体何なんだ。

（関係ないって言ってたくせに……）

　こんなときだけ以前のように気にかけるなんて、どういうつもりなんだろう。

　これ以上甘えるわけにはいかないと、ノーラから逃げるように席を立とうとする。

（あっ……）

　急に立ち上がったからか、目の前の視界がぐらりと揺れた。

　身体のバランスを失い、ノーラの腕に抱き留められてしまう。

「ほらみたことか」

「わ、悪い……」

　もともと火照っていた身体が羞恥でさらに熱くなる。

　だがノーラは、私の身体を支えたままアイザックへと視線を向けた。

「このとおりレヴィはお酒が弱いから、馬鹿みたいにお酒を勧めようとしないでくれるかな？」

「すみません、気が回らず」

「おい、そんな言い方……」

「ほら、レヴィ。しんどいなら部屋に運んであげるから」

　ノーラはそういって支えてくれようとするが、今の私が世話になる義理はない。

　不要だ、とノーラの身体を突き放し自分の足で立つ。

「部屋に戻るにしてもお前に支えてもらう必要はない。この後アイザックと話があるからな」

　するとノーラは目を細めた。

「こんな時間に？　そんな状態で？　二人だけで……？」

　ノーラは私とアイザックを交互に見る。

　その視線は私を責めているようで、ひどく冷酷に見えた。

　だがせっかくアイザックが相談したいと言ってきてくれているのだ。私たちパーティーのことにノーラが口を出す権利などない。

「……確かに時間も遅いですもんね。話も急ぎじゃないですし、また今度で大丈夫です」

　するとアイザックもこの空気を気まずく思ったのか、断りを入れてくる。

「でも、……いいのか？」

「はい。私は先に部屋へ戻りますね」

　おやすみなさい、とアイザックはまるで何事もなかったように立ち上がり、この騒がしい場所から立ち去っていった。

（申し訳ないな……）

　どこかのタイミングで話す時間をつくらなければ。

　すると、馬鹿にするようなため息が私の耳に届いた。

「レヴィは相変わらず警戒心がないよね」

「……どういう意味だ？」

　揶揄するような言葉に思わずムッときてしまう。

「ねえレヴィ、時間が出来たなら今から俺と話をしようよ……二人だけで」

　意味深な物言いに、思わず息を呑む。

　ノーラは私の目をまっすぐ見つめながら、にこりと微笑んだ。

「……分かった。話そう」

　ノーラの様子に戸惑ったけれど、私には断るという選択肢はなかった。






「ついてこい」

　そうして私はノーラを用意された個室に招き入れる。

　駐屯地の一室ということで、部屋の中にはベッドと簡単な机ぐらいしかないけれど、過ごす分には何の問題も無い。

　部屋の明かりを灯した後、私はノーラを振り返り対峙する。

「今日は大活躍だったらしいな」

「そうでもないよ」

「……紅蓮では順調みたいだな。うちでは猫を被っていたのか？」

　溜め込んでいた感情が溢れだし、言葉が滑った。

　酔っていたこともあって、嫌みな物言いをしてしまう。

「猫だなんて。でもレヴィたちは随分調子が悪そうだよね。俺がいないと全然駄目なんじゃないの？　まあ俺をあっさり捨てて別の男に乗り換えたんだから自業自得だよね？」

　私以上の嫌みな返答に、反射的に睨み付けていた。

（こいつ……何だっていうんだ）

　以前のような軽口だが、やはり言葉に棘がある。

「話って何だ。私に謝罪してほしいのか？」

　私はぐっと唇を噛みしめる。

　私に否があるのも分かるし、ノーラが私を恨むのも分かるけれど、さすがに正面から悪意を向けられればやはり傷つく。

（それに今は紅蓮でのびのびと楽しそうじゃないか）

　皆に頼られ、実力を認められ、女性にもあんなにちやほやされて。

　紅蓮なら稼ぎだって悪くないだろうし、うちのパーティーを抜けて結果的には良かったはずだ。

　だから嫌味なんて言われる筋合いはない。

　それなのに、ノーラは明らかに眉間に皺を寄せて機嫌が悪そうだ。

（な、何だ……？　何で怒ってる？）

　一歩、二歩と私との距離を詰められ、気圧されるように後ずさってしまう。

「っ……！」

　すると突然腕を掴まれ、そのまま部屋の壁に押さえつけられた。

「うん、気に入らないよ。何もかも」

「何するんだ……離れろ」

　いきなりのことに動揺した私は、ノーラの身体をぐっと押し返そうとする。

（あれ……？）

　だが、思ったよりも上手く力が入らない。

　というよりも力いっぱい抵抗しているのに、逃れられない。振りほどけない。

（っ……何で？）

　私の力が弱いわけではない。これでもその辺の男冒険者よりは力が強いのだ。

　災害級モンスターに致命傷を負わせたとは聞いていたが、まさかノーラにこんなに力があるとは思わなかった。

「ねえ、分からないの？」

「な、何がだ……」

「何がって。あんな下心が見え見えの男をパーティーに加えるなんて」

「……おい、何馬鹿なことを言ってるんだ！」

　おそらくアイザックのことだろう。

　まだ加入して間もないとはいえ、彼は私たちの仲間だ。

　ノーラが気に入らない気持ちも分からなくはないけれど、悪く言われるのはあまり気持ちの良いものではない。

（それに下心だなんて）

　妙な勘違いもほどほどにしてほしい。

「まだ気づいていないんだ？　お気楽だよね。……まあそこも可愛かったんだけど度を超えるとムカつくっていうか」

　ははっ、と嘲笑するノーラの瞳は怒りに満ちていた。

　さっきから意味が分からないことばかり言われて戸惑っていると、ノーラは低い声で私に問いただす。

「ねえレヴィ。俺が何で紅蓮に入ったのか分かる？」

「……サマンサに拾われたからじゃないのか？」

　息がかかるほどの距離にドキッとする。

　一緒のパーティーにいたけれど、ここまで顔が近づくのは初めてだ。

　ノーラを特別異性だと強く意識したことがないが、熱を持った目でじっと見つめられれば、嫌でも緊張してしまう。

　するとノーラはこれまで見たことのない嘲笑を浮かべた。

「違うよ。レヴィに俺を手放したことを後悔させたかったんだ」

　私の腕を握っていた手にぐっと力が入る。

「お、おい……っ」

「ほら、突き飛ばすことも出来ないよね？　多少強くても力じゃ俺にまるでかなわない。そんなに非力なくせに、何で俺を追放したわけ？」

「っ……」

　再び抵抗しようとすると、先ほどよりも強い力で動きを封じられてしまう。

「俺がいなくなって、パーティーがぼろぼろになればいい。評判も落ちて、周囲から俺を追放したことを馬鹿にされればいい。ざまあみろって嘲笑ってやりたかった」

　ノーラはぞっとするような綺麗な笑顔を浮かべている。

　私はショックを受けていた。

　私に恨み辛みがあるのも分かっていたつもりだが、実際に面と向かって言われると、心にナイフが刺さったような気持ちになった。

「わ、私は……」

　まさかそれほどまでに恨まれていたんだなんて。

　私はノーラのことが憎いわけじゃなかった。むしろ大切に思っていた。

　だからこそ、胸が苦しい。

（傷つけるためじゃなかったのに……）

　けれどノーラからすれば一方的な裏切りでしかなかったのだろう。

　私の不器用さが招いたのだ。自業自得でしかない。

「……ねえ、何で泣いてるわけ？」

「へ？」

　ノーラの手の力が少しだけ緩む。

　指摘され、私は自分の瞳から涙がぽろぽろと流れていることに気づいた。

「こ、これは……」

　私はノーラの手を振りほどくと、止まらない涙を手の甲で必死に拭った。

（恥ずかしい、泣くだなんて……）

　私の泣き顔に、ノーラが動揺しているように見えるのは気のせいだろうか。

「レヴィ……」

「ノーラ、お前の気持ちは十分伝わった。お前に悪いことをしたと思う……すまなかった」

　結局私は何もかも空回りだ。全て上手くいかない。

　こうやって私が苦しんでいる様子を見て、ノーラの溜飲も少しは下がっただろう。

　ノーラの言ったとおり、勇者パーティーは今不調だ。

　このままだとどんどん評判も落ちるかもしれない。

「私のことが嫌いなのも十分理解した。私を苦しめて……、これで満足なんだろう？」

　情けないと私は自嘲する。

　だがノーラは予想に反し苦しそうな表情を浮かべていた。

「ちがっ、……違うよレヴィ」

「はっ、……何が違うんだ？」

　私は憤りを覚えた。

　自分で言葉にしたくせに、今更何を言い訳するのだ。

（だったらお前は私に一体何を求めているんだ！）

　ノーラにそう問いただそうとしたとき。

「っ、……！」

　突然ノーラは私の身体を強く抱きしめたのだ。

　急な腕のぬくもりに混乱してしまう。

「おい、お前どういうつもりだ！」

「本当に分からない？」

　当然だと顔を上げたとき、ノーラと視線がぶつかった。

　その瞬間、ノーラの唇によって私の唇が奪われる。

「……ん、んっ！　……っ、お前」

　逃げようと顔を背けるが、まるで逃すつもりはないと告げるように頭を掴まれ、

　再び唇を重ねられた。

（何で、どうして）

　突然のノーラの凶行に、私の頭の中がパニックになる。

　だがノーラの舌は構うことなく私の歯列に割って入り、熱い舌を絡ませてくる。

「っ、は……ちょ、おい……どういう……んんっ！」

　非難の声を上げようと抵抗するけれど、再び深い口づけでその声を封じられた。

　濡れた長い舌がくちゅりといやらしい音を立てる。

「ふっ……っ」

　息が出来なくなるほどの激しさに、鼻から擦れた声が漏れてしまった。

　角度を変えて舌を吸い上げられると、まるで口の中を蹂躙されているような感覚になる。

「っ……はっ」

　長い口づけに呼吸が乱れる。

　唇が甘噛みされ、唾液が絡み合った。

　次第にぞくぞくする甘みが身体中に生まれてくる。

　この感覚は一体なんなのだろう。

　そう思った瞬間、唇がそっと離れた。

「っ、レヴィ……慣れてないね。キスするのはじめて？」

　破廉恥な質問に思わずカッとなる。

「あ、当たり前……」

「だよね、良かった」

「ひゃっ……」

　ちゅっと耳朶を甘噛みされ、自分のものとは思えないようなか細い声を出してしまった。

　すると脚の間にぐっとノーラの身体が割り込んでくる。

「ノ、ノーラッ……やめっ」

「ねえ、俺の気持ち、本当に分からない？　本当にレヴィのこと嫌いだって思ってる？」

　どういう意味だと混乱する。

（まさか好きとでもいうのか？）

　ノーラの凶行で頭の中がぐちゃぐちゃになっていたとき、コンコンと外から扉を叩く音がして、私の肩がビクッと跳ねる。

「レヴィさん、寝てますー？」

　声の主はムックだ。

　ノーラの胸をドンと突き放し、ようやく拘束から解放される。

「あー、邪魔が入っちゃったな。残念」

「……お前、どういうつもりで」

　混乱したまま睨み付けると、ノーラは「さあ」と私の言葉を受け流した。

　そしてそのまま呑気な声が聞こえてきた扉へと向かい、ドアノブへと手をかけた。

「……わっ、ノーラさんいたんすか？」

　ムックは驚きの声を上げる。

　まさか私の部屋からノーラが出てくるとは思わなかったようで、戸惑いの表情のまま、私たちを交互に見る。

「やあ、ムック。レヴィとちょっとだけ話をしててさ」

「あ、すみません出直しますね！」

「いいよ。もう出て行くところだったし」

　まるで先ほどのキスなんてなかったような、いつものノーラの振る舞いだ。

　ノーラは私以外の勇者パーティーに対しては、これまでと何ら態度を変えはしない。

　ノーラは振り返ると、私に向かって微笑んだ。

「レヴィ、夜遅くにごめんね。おやすみ」

　ノーラはそう言い残すと何事もなかったように立ち去っていき、私はその場で唖然とした。

（……っな、な、何なんだ！）

　さっきの口づけには、一体どんな意図があったのだろう。

　全くもって意味が分からない。

（くそ、人にあんなことをしておいて）

　まるで何事もなかったようなノーラの態度に、次第に苛立ちを覚えてしまう。

「……お、お邪魔しました？　明日の集合時間が変わりまして」

「いや、助かる……」

　ムックは私の不機嫌そうな様子を見て「大丈夫ですか？」と気遣ってくれたが、私はどうにか平常心を保つことに必死だった。









　翌日。

　私は少々寝不足のまま、朝食を取るため食堂へと向かっていた。

　今日はこの一帯の低級モンスター退治をし、それでこの度の討伐任務は終了となる。昨日に比べると気楽な任務だ。

　集合時間までに各自準備をし、朝食も済ますようになっている。

　私が一人食事を取っていると、トレイを持ったジージとムックが私の向かいの席に合流した。

「レヴィさん、おはようございます」

「ああ、お前らよく眠れたか？」

　昨日は皆ハイペースで酒を飲んでいたので今日に残らないか心配だったが、どうやら問題なさそうだ。

　モルトとアイザックは朝食を既に済ませたようで、つい先ほど食堂を出て行ったところだという。

（アイザックとも時間をつくらなきゃだな）

　昨日はノーラに邪魔をされ、結局相談に乗ってやれなかったことが心残りだった。

　そんなことを考えながらスープを飲んでいると、ジージが「あの……」と私におそるおそる尋ねてきた。

「昨日ノーラさんと話したって聞きましたけど、何か進展はあったんですか？」

「進展って……」

　スプーンの手を止めて、ちらりとムックを見る。

　おそらくムックが昨夜のやりとりを教えたのだろう。

　ムックはジージの直球な質問に慌てた様子だが、ジージは怯むことなくパンをちぎりながら私に物申す。

「レヴィさんだってノーラさんがいなくなって大変でしょう。そろそろヨリを戻してほしいんですけれど」

「……ヨリ？」

「あっ、謝ってうちのパーティーに戻ってもらいましょうってことっすよ！」

　妙な言い回しに眉を顰ひそめていると、ムックが会話に割り込み誤魔化すように笑う。

「そうですよ、意地を張らないでくださいよ！」

　なるほど、二人はまだノーラがパーティーに戻ってくることを諦めていないようだ。

「お前ら何をプライドのないことを言ってるんだよ。一度追放したんだぞ？」

「追放したのはレヴィさんですよね」

「そ、それはそうだが……」

「俺らはノーラさんにいて欲しかったっすよ。ノーラさんが可哀想でしたもん」

「ムックの言うとおりです」

（ううっ……）

　勝手に追放した私へ不満もあったのだろう。これを機にあれこれ言われてしまう。

　私のスタンドプレーであったことは確かだし、これに関しては今更だが申し訳ないと謝罪する。

　だが、今更元に戻せはしないだろう。

「それに今はアイザックもいるだろう？」

　今のメンバーで上手くやっていくことも大事だと諭すと、二人は互いの顔を見合わせた。

「……どうしたんだ？」

　もしや私の知らないところでアイザックと何かあったのだろうか。

　するとムックはきょろきょろと周りを見渡した後、小声で告げた。

「あの、アイザックさんってどこかちょっと怪しくないっすか？」

「……怪しい？」

　予想外の言葉にきょとんとしてしまう。

　どこが怪しいのか尋ねてみるが、ムックは何とも言いづらそうだ。

「いやその、何となくですけど。行動とか言動とかが」

「具体的にはどういった点だ？」

「それはその……レヴィさんに対しての距離感というか」

「……距離感？　それだけか？」

　そういえば昨日、ノーラも妙なことを言っていたことを思い出す。

　問いただすようにムックを見つめるが、それ以上の理由はなく口ごもるだけだ。

「呆れたな。日は浅くても仲間だろう？　疑うのか」

「そ、そうっすけど……」

　だがそこへ、横からジージが会話に交ざる。

「でも、俺も実はちょっと気になってまして。どこかで見覚えがあるっていいますか」

「見覚え、な……」

　前にサマンサもアイザックを見て、似たような感想を呟いていた。

　過去のことは探らないつもりではあるが、アイザックはそれなりに名の知れた男だったりするのだろうか。

　うーん、と考えていると、背後から私の前にトマトを絞ったジュースが置かれた。

「……ん？」

「おはようレヴィ」

　振り向くと、脳天気な顔をしたノーラが微笑んでいた。

　ノーラは続いてムックとジージにも「おはよう」と朝の挨拶をする。

「おい、これは何だ？」

　私は目の前に置かれたジュースについての説明を求めると、ノーラは当然のように空いていた私の隣の席へと腰掛ける。

「お、おい……」

「ほら、飲んだ翌日にはこれが身体にいいんだよ」

　何を急に隣へ座っているのだと非難の目を向けるが、ノーラは意に介さないようだ。

「ねえレヴィ」

「何だ」

「昨日はあれからよく眠れた？」

「……は、はあ!?」

　特別な意味を含ませているような物言いに、思わず顔が熱くなる。

（こ、こいつ……ッ！）

　私は気まずさすら覚えているというのに、平気な顔をして一体どういうつもりなのだろう。

「お前、よくもぬけぬけ……と？」

　言葉の途中であれっ、と思ったのは、ノーラの手が私の額に当てられたからだ。

　手の平から淡くて温かい光が漏れ、身体全体がじんわりと熱くなった。

「……お前、急にどうしてこんなことを？」

　これはいつもノーラが戦闘前に私にかけてくれていた防御魔法だ。

　思わず眉を顰め、ノーラを見る。

　同じパーティーでもない私に防御魔法をかける意味が分からない。

　するとノーラは、意地の悪い笑みを浮かべた。

「ほら、昨日の夜はちょっといじめすぎたからさ」

「……ッ!!」

　その瞬間、ゲホゲホとムックが咳き込んだ。モルトがお茶をこぼす。

「な、何適当なことを言ってるんだ。おいお前ら、妙な誤解をするなよ。別に何も……」

　なかった、と言おうとした。

　だがあの濃厚な口づけを思い出し、妙な間が空いてしまう。

「と、とにかく、お前は何をしにきたんだ！」

　私は勢いで誤魔化すことにしたものの、上手くいったかは分からない。

　ノーラは私の慌てた反応を見て揶揄うような表情だ。

「まあまあ、朝の挨拶ぐらい許してよ。勇者パーティーの皆さん。今日もせいぜい頑張ってね」

　ノーラはすっと立ち上がると、私以外の二人に「邪魔したね」と挨拶し、そのまま立ち去ろうとする。

「おい、ちょっと待て」

　私は咄嗟にノーラを呼び止めてしまう。

　ノーラに聞きたいことがあったのだ。

　だがノーラの紫色の瞳にじっと顔を覗き込まれた瞬間、躊躇いが生まれた。

「――何？」

「……いや、いい」

　呼び止めて悪かったなと、ノーラを送り出す。

「じゃあねレヴィ」

　からかうような笑みを浮かべたノーラの背中を見送りながら、私は拳をぎゅっと握りしめる。

　昨晩のキスが何だったのか。

　どうして私にあんなことをしたのか、本当は問い詰めたかった。

　ノーラは私のことが憎くて紅蓮に入ったはずなのに、何故キスなんてしたのだろう。

　口づけなんて行為、憎い相手には普通しないだろう。

（それなのに、一体どうして――）

　昨晩から何度となく繰り返してきた疑問だ。

　もしや一種の辱はずかしめかもしれない。

（それとも、私のことが好きだとでもいうのだろうか）

　ひどい言葉ばかりぶつけてくるくせに、ときどき優しさも見え隠れする。

　それだけにノーラの本心が分からなくて、結果寝不足になってしまったのだ。

　ノーラを問いただしたかったけれど、朝からこんな場所でする話題ではない。

　今から任務なのだ。

　今日こそ勇者パーティーとして挽回しなければならない。

（深く考えるのはやめて、切り替えよう）

　ただでさえ男女についてはあまり理解が及ばないのだ。

　今は任務に備えて集中しなければならない。









　そして数時間後――。

　意気込んで今日の任務に向かった私は、窮地に陥っていた。

（ここはどこだ……）

　今日の任務は低級モンスターの討伐だ。

　西の森で人が立ち入る範囲までをエリアごとに捜索し、残党モンスターの討伐や死骸の処理などを行う。

　私たち勇者パーティーは奥まった場所にある岩場近くを捜索していたのだが、突然一帯が霧に覆われたかと思うと、仲間の姿が忽然と消えていたのだ。

　明らかに異常だ。様子がおかしい。

「おい、誰かいないか！」

　大声を出し、近くに仲間がいないか確かめようとする。

（まさかモンスターの仕掛けた罠だろうか？）

　だが、こんなことが出来るようなモンスターがこの一帯に生息するような情報などなかったはずだ。

　どちらにせよ危険な状況かもしれないと、周囲を警戒する。

　すると、私の名前を呼ぶ声が聞こえた。

「レヴィさんですか！」

「――アイザックか!?」

　声の方を向くと、アイザックが私のもとへ駆けつけて来た。

「大丈夫ですか。急に霧が……」

「だな。他の連中には会ったか？」

「すみません、俺も見当たらなくて」

「そうか……」

　みな強いのでそこまで心配はしていないが、パーティーが分断されるのはまずい。

　明らかに怪しい霧なので早く合流しなければ。

　どうするべきか対応を考えていると、アイザックに手招きされた。

「レヴィさん、こっちです」

　アイザックが指さした先には大きな洞窟があった。

　視界が悪いままうろうろしても危ないので、私たちは一旦そこに避難することにした。

　洞窟の中はジメジメしていて湿度が高く、ずっと奥まで道が広がっているようだが、この先には何が潜んでいるのか分からない。

　必要以上に奥へ行くのは危険と判断し、洞窟の入り口近くに座り、休憩しながら霧の様子を窺う。

（モンスター？　いや、魔法か……？）

　敵を攪乱かくらんするための煙幕のような魔法もあるが、使用する話などなかったはずだ。

　もしや何かトラブルでもあったのだろうか。

（皆は無事か……他のパーティーも大丈夫なのか？）

　一瞬、頭にノーラの顔が浮かんだ。

（いや、昨日あれだけ活躍した奴じゃないか。余計な心配だ）

　そう思いながらも焦燥感を覚えていると、アイザックが小瓶を私に差し出してきた。

「レヴィさん、よければこれを」

　それは冒険者がよく使用する、体力や気力が回復する薬だ。

「大丈夫ですか？　顔色が悪いですよ」

　寝不足ということもあってもともと体調が優れなかったのだが、アイザックは私と一緒にいてそれを感じ取ったのだろう。

「すまない、助かる」

　私はありがたく受け取ると、瓶の蓋を開けぐいっと一気に飲み干す。

　普段私はあまり回復薬を飲まないけれど、少し甘みが増したように感じた。

「しかし、なかなか霧が晴れないな」

　その後も何度か外の様子を窺ってみるが、霧はずっと深いままだ。

「そういえば昨日は相談に乗れなくて悪かったな」

「いえ……」

「良かったら今聞こうか？」

　不本意ながら今なら少し時間がある。

　冒険者にはワケありの人間も多いし、他の皆も何かとアイザックのことを気にしているようだ。

　私はあまり深く尋ねる気は無いけれど、知り合ってすぐに仲間にしたという経緯もある。

　せめて何に困っているのかぐらいは確認しなければならないと思ったのだ。

　すると、アイザックが「実は……」と話を切り出し始める。

「私には少し特殊な事情がありまして」

「ん、何だ？」

「どこのパーティーに所属しても、ずっと長くはそこにいられないんです」

　それはどういうことなのだろうか。

　何か問題があるようには思えず不思議に思う。

　何か事情があるのか尋ねようとしたとき――。

（あれ……？）

　その瞬間、私の視界がぐらりと揺れた。

「私にはちょっとした問題のようなものがありまして、その……衝動が抑えられないと言いますか」

　気持ちが悪い。

　立っていられない。

「それで全てを失って逃げるように街を転々としてしまうのです。……おっと、大丈夫ですか？」

　身体の力が抜けて倒れそうになったところを、アイザックが正面から支えてくれる。

　私の身体は、急にどうしたというのだろう。

　高熱が出たときのように、頭が重い。

「……すまない」

「無理しちゃ駄目ですよ、ろくに動けないでしょ？」

「へ、ああ……？」

　先ほどからアイザックは何を言っているのだろう。

（問題、衝動？　ろくに動けないって……）

　頭に内容がしっかりと入ってこないけれど、彼の話には違和感しかない。

　アイザックの冷静で、少しも慌てることのない様子は、まるでこうなることが分かっていたかのような――。

「なあ、まさか……」

　さっき飲んだ回復薬を思い出す。

　もしやと顔を上げてアイザックの様子を窺うと、彼は愉しそうに口元を緩めた。

「っ……！」

　私は慌てて立ち上がろうとするが、急に目の前が真っ暗になった。その場に崩れ落ちてしまう。

「……お前、何を入れたんだ！」

「別に、大したもの入れてませんよ。ちょーっと動きを封じる薬です。別に身体に害はないので安心してくださいね」

　アイザックは私の前に座り込み、私の顎をくいっと持ち上げる。

　視線がぶつかると満足そうな笑みを浮かべた。

「あー、やっとです。嬉しいな」

　やっと、とはどういう意味なのだろう。

　私はくそっと、アイザックを睨み付ける。

「まあまあ、睨まないで下さいよ。前から気になっていたんです。お高くとまった美人勇者がいるって聞いてまして」

「……もしやこの霧もお前が？」

「そうなんです、特殊魔法の一つなんですよ」

　すごいでしょう、と自慢するように微笑んだ。

　目くらましのための魔法があることは知っていたけれど、霧を扱う魔法使いに会うのは初めてだった。

（こいつは一体何者なんだ？）

　アイザックのことを何人かの冒険者が見覚えがあると言っていた。

　私も何か記憶にあるかもしれない。

（くそ、思い出せ、思い出せ）

　そうやって、必死で該当しそうな何かを思い出そうとする。

　すると一つだけ心当たりがあった。

「もしやお前、手配書に載っていた……？」

　それは冒険者ギルドの掲示板に貼られていた、お尋ね者の一覧だ。

　その中に、他の都市で薬を盛り、女性に乱暴した冒険者の男が逃走中だという記述があった気がする。思えばその人相書きに似ていなくもない。

　ただアイザックという名前ではなかった。身分を偽っている可能性も十分ある。

　だが――。

「さすがですね、大正解です」

　アイザックはあっけなく肯定した。

　まさか本当にそうだとは思わず恐れ慄く。

（まさかこんな犯罪者をパーティーに入れていたなんて）

　完全に私のミスだ。

　危険人物を引き入れてしまった自身の過ちを心から悔やんでしまう。

　アイザックはまるで悪びれた様子がなく、この状況を楽しんでいる。

「この面倒な癖のせいですぐに町を転々としなければならないんですよ。まあ金さえ払えば身分の偽造なんて楽に出来ますからね。でも……まさか女勇者とこうして親しくさせていただけるなんて思いませんでしたが」

「ふ、ふざけるな！」

　こんな犯罪者の思い通りになるものかと私はアイザックの身体を突き飛ばし、咄嗟に剣を抜こうとする。

　だがその前に手首を掴まれ、強く床に押さえつけられた。

「甘ちゃんでも勇者なだけあるよね。まだ抵抗する元気があるんだ。あの薬を盛られた者は屈強な戦士でも動けなくなるっていうのに」

　意外だなあと、アイザックは不思議そうな様子だ。

　もしやノーラが朝食のときにかけてくれた防御魔法が効いているのだろうか。

　とはいえ馬乗りされ、薬のせいで力が入らないこともあって、上手く抵抗出来ない。

「まあいくらレヴィさんが強くても、私もＳ級なんですよね」

　残念でした、とアイザックは嘲笑い、私の長い髪を軽く掬うと、指先でくるくると弄もてあそぶ。

「高飛車で気が強いって噂だったから、近づけるかなーって不安だったんです。でも案外チョロかったですね。本当は昨日実行したかったんですが邪魔が入りましたから。……せっかく逃げる準備だってしてたのに」

「っ、離せ……っ」

「無駄ですよ。レヴィさんは強いですけど、本当に警戒すべきは追放したあの人みたいですし。近くにいなくて本当良かったです」

「……どういうことだ？」

　急にノーラの話が出て、私は思わず聞き返してしまう。

「あのノーラって人、レヴィさんを利用したり害を与えようとする人に対しては容赦なかったって聞きましたよ」

　怖いですね、と呟くアイザックを見つめながら私は思わず眉を顰めた。

　そんなことは初耳だ。

「もしかして知りませんでした？　まあレヴィさん鈍そうですし」

　驚いた私を見て、アイザックは嗜虐しぎゃく的な笑みを浮かべた。

「あのノーラって人も絶対私みたいにワケありですよ。前に睨まれただけで私も震えそうになりましたし、きっと過去に何かあったタイプでしょうね。……ほーんと、私たちみたいな犯罪者にとってレヴィさんはいい隠れ蓑でした」

　クスクスと笑うアイザックに、私は強い憤りを覚えた。

　私はアイザックを正面から睨み付ける。

「……うるさい、あいつをお前なんかと一緒にするな！」

「でもレヴィさんだって、あの人のことを何も知らないんじゃないの？」

　アイザックの核心をつくような言葉に、私は何も言い返せなくなる。

　すると不覚にもその動揺が伝わったようで、アイザックは揶揄するような視線を向けてくる。

「勇者パーティーにいたときは弱かったんでしょ？　実力を隠すなんて、きっと相手をわざと油断させて後で弄ぶ快楽殺人者かもしれませんね？」

「違う！　知らないことも多いが、お前のような奴と違うことは確かだ」

　これまで一緒に過ごしてノーラが悪人じゃないことは、私が一番知っている。

　以前アイザックをノーラと似ていると思ったこともあったけれど、あのときの自分を叱ってやりたいぐらいだ。

「レヴィさんは人を信じすぎだよ。この世の中私みたいなやばい奴がたくさんいるのに。騙されて、こうやって襲われて……勇者とは思えないぐらい惨めだね」

「……勝手に決めるな！」

　私は惨めなんかじゃないと反論しようとしたとき。

「さて、話はこれぐらいにしましょうか？」

　アイザックは痺れをきらしたように言うと、私の首筋へ唇を落とす。

「や、やめろ……っ！」

　嫌悪感で身体がぶるりと震えてしまう。

　どうにか逃れようと必死で抵抗すると、私が動けないと油断していたのか、一瞬拘束から逃れることが出来た。

　私はその隙を狙ってアイザックの腹を蹴り上げ、怯んだ彼の前に剣を突きつけた。

「いい加減にしろよお前」

　どうしてだろう、今無性にノーラに会いたい。

　会って、冗談を言い合って、前のように笑い合いたかった。

「……はは、ちょっと落ち着いてよ」

　さすがに剣を向けられれば、アイザックの表情に焦りが見えた。

　だがその時――。

「お、おいっ！」

　アイザックの背後に何か大きな影が見え、私は思わず叫ぶ。

「……っ何です!?　ひいっ……っ！」

　アイザックは振り返り、大きな悲鳴を上げた。

　現れたのはゴブリンの群れだ。どうやら洞窟の奥に潜んでいたようで、私もアイザックもお互いのことに必死で気配に気づかなかった。

「っ、くそっ……」

　アイザックは応戦しようとしたが、咄嗟のことに対応しきれなかったようだ。飛びかかってきたゴブリンの爪の攻撃で脚に傷を負ってしまう。

　私は慌てて立ち上がり、剣を構えた。

　薬でふらつく身体をどうにか支え、ゴブリンと対峙する。

（くそ、ここはゴブリンの巣か……）

　私たちが洞窟の入り口で騒ぎ過ぎたので、気づかれたのだろう。

　本来ならいったん退却し応援を呼ぶべきなのかもしれないが、今の私は走って逃げ切れるかどうか分からない。

　それに怪我をして動けないアイザックを放置するわけにはいかなかった。

　こんな男でもこのまま死なれると目覚めが悪いし、何よりもこの男には余罪がありそうだ。正当な手続きで裁いてやらなければならない。

　ゴブリンは単体ではそう強くはないが、数が多いので一撃で仕留めないとやっかいだ。

「はあっ！」

「グ、ギイイイッ……ッ！」

　どうにか一匹、二匹……。

　フラつきながらも必死で剣を振り、深い場所を勢いよく切りつけた。

　鮮血と共にゴブリンは悲鳴を上げ、バタバタと倒されていく。

　あと残り三匹。

　普段より重く感じる剣を振り下ろす。

（くそっ……）

　呼吸が乱れる。思うように身体が動かない。まるで鉛のようだ。

　だがここで倒れるわけにはいかない。

　倒れるにしても最後の一匹を倒してからだと、必死でゴブリンを切りつける。

（これで全部やったか……？）

　全てのゴブリンを倒したかと思った。

「っ！」

　だが奥からもう一匹、ゴブリンよりも一回り以上大きなオークが咆哮と共に現れた。

「っ、……くそ、こいつがボスか」

　おそらくこいつがこのゴブリン達の主なのだろう。

　ひときわ身体が大きく三メートルはありそうだ。筋肉質で威圧感のある外見には凶暴性が滲み出ていて迫力も段違いだ。

　私は持つ剣にぎゅっと力を込めて斬りかろうとするが、剣はオークの肉を斬ることなく、強い力で弾かれてしまった。

（……っ、くそ）

　どうしてこうなってしまったのだろう。

　私が状態異常でいなければ、パーティーの皆がここにいれば。

　アイザックのことをもっと調べていれば、周囲の忠告通りにもう少し警戒心を持っていれば。

　ノーラを追放してから――失敗続きだ。

　今更ながらに彼の大切さに気づかされる。

（私は、後悔ばかりだな……）

　せめて大切だったから、怪我をしてほしくなかったと伝えれば良かった。

　ノーラの笑顔を思い出す。

　恨まれているのは分かっているけれど、それだけが心残りだった。

（って、馬鹿！　こんなところで死んでたまるものか！）

　弱気になるな、と自らを奮い立たせる。

　何か活路があるはずだと、オークを睨み付けた。

　そのとき――。

「グ、ギイイイイイイイイッ」

　私を襲おうとしていたオークの断末魔の叫びが、その場に響いた。

　巨体のオークは身体を二つに引き裂かれ、そのままぐらりと倒れる。

（助かった、のか……？）

　何が起こったのか一瞬分からなかった。

　あんな巨体をまさか一太刀で倒す相手がいるだなんて。

（一体誰が……）

　そう思い顔を上げた瞬間、私は息をのんだ。

「ノーラ……？　お前何で」

「レヴィ、大丈夫？」

　夢を見ているのではないかと思った。

　ノーラが強いという話は確かに聞いていた。

　だが、その瞬間を目にしたわけではないし、正直半信半疑だった。

（でも、まさかここまでなんて……）

　魔剣士なら剣ぐらい使ったらどうだ、といつも叱りつけていた。

　ノーラは「剣を振り回すのが苦手だから」と誤魔化していたけれど、こんなに一太刀が重いだなんて。

（何が苦手だっていうんだ……）

　こんな芸当、Ｅ級が出来るはずがない。

　巨大なオークを一人でこんなにあっけなく倒すだなんてＳ級でも難しいだろう。

　私は安堵したからか、身体の力が一気に抜ける。

　地面に崩れ落ちそうな瞬間、ノーラが私の身体を支えてくれた。

「まったく……何やってんのさ」

「ノーラ……」

「……ねえ、今の状態分かってる？」

　今の状態とは仲間に薬を盛って裏切られ、挙げ句の果てにモンスターと遭遇して死にかけたという状況だ。

　そしてその状況を招いたのは自分自身だ。

「ああ、情けないな。……今だってお前に支えられて。お前がいなければ、私は何も出来ないんだな」

「……そんな言い方ずるいよね」

　それ以上ノーラは何も言わなかった。

　意識がぼんやりとしていて、ノーラの表情がよく分からない。

　怒っているのだろうか。それとも呆れているのだろうか。

（……軽蔑しているのかもしれないな）

　何も言えずにいると、ノーラは私をそっと横抱きにした。

「あっ……」

　迷惑はかけたくないので降りようとしたけれど、ノーラの腕に力が込められて動けない。

　そのままおとなしく運ばれるしかなかった。






　洞窟から出たところで、ざわついた声が聞こえてきた。

　霧に異変を感じた国軍の部隊が、原因を追求しようと周囲を探索していたのだ。

「レヴィさん、何があったんすか！」

　ムックの心配そうな声だ。ちらりと視線を上げればジージもモルトもいる。

　こんな体勢で恥ずかしいと思ったが、身体が動かなかった。ノーラの腕の中で安心しきっていたということもあるだろう。

　だが朦朧とした意識の中で、国軍の兵の中から一人、老兵がこちらに近づいてきたのを感じた。

「あ、貴方はまさか……勇者さま――……!?」

　老兵が驚きの声を上げる。

（……勇者？　私のことを言っているのか？）

　しかし老兵の視線は私ではなく別の場所に注がれていて。

　それ以上私は何も考えることが出来なくなり、そのまま意識を失ったのだ。

















第四章　初代勇者の憂鬱












　この国で初めて勇者の称号をもらったとき、ノーラはまだ十四歳だった。

　生まれながらにして類い希なギフトを持っていたノーラは、彼が五歳のときに可愛げが無い上に力が強すぎて気味が悪いと森に捨てられてしまったのだ。

　そんなノーラを拾ってくれたのは、森で偶然出会ったノエルという退役軍人だった。

　彼は王都から人里離れた山奥で一人暮らしており、ノーラはそんなノエルからスパルタ教育を受けた結果、才能を開花させ強大な力を身につけていったのだ。

　だがしばらくして育ての親であるノエルが病気で亡くなった。

　その後もその家で暮らし続けていたが、ノーラはちょっとした力試しに、当時国中を騒がせていた災害級モンスターの退治に向かったのだ。

　そして――制圧。

　そこにあったのは、ただの好奇心のみだった。

　だが災害級モンスターを倒したことで国王に呼び出され、勇者としての称号を貰うこととなる。

　加えて、富と名誉と名声――そして不自由さと責任を負うことになったのだ。

　どこに行っても噂され、注目される日々。

　一番うんざりしたのは、勇者という称号に群がろうとしてくる者だった。

　勇者としての立ち振る舞いを求められ、この先も注目される日々を想像する。

（うん、面倒くさい）

　そう思ったノーラの行動は早かった。

「俺、勇者辞めますね」

　引き留めようとする国王を振り切るようにして王都から姿を消したノーラは、再び山奥の家へと戻ったのだった。

　その後、王都は急に消えた勇者のことで大騒ぎだ。

『勇者はどこにいった』

『勇者を探せ』

　ノーラの素性は面会した一部の者にしか知られていないため、憶測で多くの勇者像が語られた。これを好機だと捉え、勇者を名乗る多くの偽物が現れたのも原因の一つだろう。

　噂に沢山の尾ひれがついていくけれど、ノーラはどうでも良いと静観していた。

　それから何年もの間、地方の街や村を転々と移動しながら暮らしていると、最近新しい勇者の称号を持つ者が王都に現れたと耳にした。

　どうやら勇敢な者や武勲を立てた者に勇者の称号を与えるという制度が出来たようで、新しい勇者は女性らしい。

　当時ノーラは二十一歳になっていた。

　田舎暮らしも悪くはなかったけれど、刺激がない人生もそろそろ限界だった。

（それに墓参りに行かなきゃ怒られるだろうしなー）

　ノエルの墓参りのため一度、一緒に暮らしていた家に戻る。

　そして、きっと自分の存在など誰も覚えていないだろうと王都に向かったのだが、着いた途端ノーラは驚いた。

（……冒険者ギルド？）

　自分が王都からいなくなった間に、冒険者という職業と、冒険者ギルドシステムが構築されたようだった。

　あまり世俗のことに興味がなかったので、こういったものがあることを知らなかった。

　ノーラはしばらく王都で適当に生活出来れば良いなと思っていたが、ここに来たばかりでよく分からない。

　とにかく郷に入れば郷に従えということで、冒険者ギルドという場所に行って登録を行おうとした。

　本来ギルドで冒険者登録する前に、実力を判定するための『能力試験』を受けに行く必要がある。

　そのため、能力試験を受けずに受付に来た者は、ひとまず試験を受けるように案内をして、冒険者ランクが決定してから登録処理を行うはずだった。

　だが受付担当が新人だったこともあって、能力試験の『結果なし』のまま冒険者登録が行われてしまい、そのため最下位のＥ級に個人ランクが登録されてしまったのだ。

　能力試験を受けてから、再度登録にくれば正しいランクに修正しますので、と平謝りされてしまう。

　とはいえ、能力試験は受けるのにかなり時間がかかるらしい。

（まあ、登録できたしいいか）

　Ｅ級だがこれで冒険者だ。

　今はこのままで問題ないと任務の一覧表だけ貰い、人のごった返した冒険者ギルドを出ることにした。

　とりあえず、出来そうな任務からこなせばいいのだろう。

（さて、今日はどこに泊まろうか……）

　お金がないわけではないが、王都にはあまり詳しくない。

　暗くなる前に手頃な宿をそろそろ探さなければならないだろう。

（前に行った宿屋はどのへんだったかな）

　そんなことを広場でぼんやりと考えていると、いかにもゴロツキといった輩に絡まれてしまう。

「なあ、俺らちょっと金に困ってるんだけどさー」

　だが、ノーラがそのとき考えていることは今日の夕食のことだった。

（何を食べようか。前に一度行った店、まだあったかな……）

　場所はどこだっただろう。

　肉料理が美味しかったが、店の名前も外観も何となくしか覚えていない。

「まあまあ、素直に金さえ出したら悪いようにはしねえよ」

　大通りの魔法道具店の近くだったような。

　そもそもまだ店はやっているだろうか。

（いや、他の店の方が……ん？）

　ノーラが考え事をしていると、突然雑音が悲鳴へと変わった。

　何だ、と思いノーラは視線を上げる。

　そこにいたのは金髪の長い髪を一つに括った、美しい女性だった。

「災難だったな。大丈夫か？」

　はっきりとした、聞き取りやすい自信のある言葉。

「……えっ、ああ？　大丈夫って？」

　よく分からず尋ねてしまう。

　これまでノーラが言われたことのないタイプの言葉だ。

（ああ、なるほどね）

　ノーラはゴロツキを全く気に止めていなかったが、おそらく周囲から見れば恐喝をうけているように映ったのだろう。

　きっとこの女性は自分のことを心配してくれたのだろう。

　ノーラは改めて女性の顔を見る。

（わあ、綺麗な子だなあ……）

　年齢はノーラよりもいくつか下だろうが、彼女は強者だけが持つ堂々とした立ち振る舞いをしていた。

　彼女の服装からして冒険者だろう。女性の冒険者もいるんだと少しだけ驚いた。

「あの、ちょっといいかな？」

　せっかくだと、ノーラはギルドから持ち出した依頼一覧表を取り出す。どこに行けばいいのか教えて貰おうと思ったのだ。

　だがそれを見た彼女にひどく怪訝そうな顔をされた。

「お前、冒険者なのか？」

「うん、とりあえずこれとか考えてるけど」

　まずはドラゴンを退治しようと指差すと、彼女はノーラを頭の上から爪の先まで確認したあと、パーティーに所属しているか、今のランクはどれぐらいだと尋ねてくる。

　ランクはＥ級で王都には来たばかりだとノーラが告げると、彼女は心底呆れたような表情だ。

　だが面倒見がいいのか、彼女は冒険者ギルドについて詳しく教えてくれた。

　そして――。

「なあ、お前、家は？」

　一通り説明してくれた後、彼女に尋ねられ、ノーラは困った。

（あれこれ聞かれたら面倒だよな）

　別に何か問題があるわけでもないが、余計な詮索をされたくない。

　というのも、ノーラは初代勇者だ。

　何かの拍子に勇者とバレれば、国王の耳に届く可能性がある。

（あの人に知られると面倒なんだよな。……俺のこと好きだったし）

　育ての親であるノエルは国王の側近だった。

　ノーラが勇者の称号を与えられた際、国王はノーラの育ての親がノエルだと知ってひどく驚いていたようだ。

　忠臣だったとノエルのことを懐かしむ国王に、ノーラはえらく気に入られてしまった。

　そのためノーラが勇者の称号を返上し、王都を去る際も、強く残るよう引き留められて面倒だったのだ。

　未だにノーラを探させているという話も耳にするし、会えばまた泣きつかれて鬱陶しそうだ。

（さて、どう誤魔化すか）

　だが、意外にも彼女は何も詮索してこようとはしなかった。

　ただ、何も聞かずに世話をやいてくれる。

「こうして知り合ったのも何かの縁だ。その依頼、手伝ってやろう」

「手伝う？　貴女が……？」

「そうだ、お前は見ているだけでいいから」

　彼女は今夜泊まるところがなければ自分の屋敷の客間を使ってくれていいという。

　一体どういうつもりなのだろう。親切すぎて不気味なぐらいだ。

　だがノーラにとって悪い話ではない。

　いざとなれば力ずくで逃げることも可能だと考え、今日のところは甘えることにした。






　そしてその翌日。

　新しく勇者パーティーに加わる予定のメンバーと共に、ドラゴン退治の依頼を本当に手伝ってくれた。

「ほら、そこは泥濘で足を取られやすいから気をつけろよ。そうだ虫除けになるから森に入る前に塗っておけ」

　しかもとびっきりのお人好しだ。

　彼女はレヴィといい、屋敷の使用人の話から、どうやら彼女が最近勇者の称号を貰った者らしい。

　まさか二代目にあたる勇者が女性だとは思わなかったので驚いた。

　そして彼女は本当にお人好しのようで、特に何か害を与えてくるようなこともなく、ノーラのことを気遣ってくれる。

「ん、何だ？」

　レヴィを見つめて黙り込んでいると、不思議そうに尋ねられる。

「いえ、こうやって構われるのが新鮮だなって。ありがとうございます」

　彼女に対し、ノーラは妙な気持ちになる。

　これまで他人に助けられたことなど一度もなかったし、そもそも自分自身が一番強かったので、助けを必要としたこともなかった。

　勇者の称号を得てからは、近づこうとする人間のほとんどが甘い蜜を吸おうとする下心ある人間ばかりだった。

　これまで生きてきて親切だったのは、育ての親であるノエルぐらいだ。

（本当なら足手まといのＥ級なんて鬱陶しいはずだろう）

　彼女の行動が理解できない。

　どうして下心なく見ず知らずの人間にここまで親切にするのだろうか。

　だが一番理解出来ないのは――この状況を受け入れている自分自身だ。

　正直レヴィに説明されなくても森での注意点など分かりきっている。

　そもそも守られる必要だってないのだ。

　今から事情を説明し、モンスター退治なんてこれまで幾度となくしてきたと言えばいいだけだ。

　でも、何故だろう。

　必死でノーラの世話を焼くレヴィの姿を――ずっと見ていたくなるのだ。

　自分でもどうしてなのかよく分からない。

「ノーラは危ないから下がっていろ！」

　ドラゴンと対峙したとき、レヴィにそう言われて後方に移動する。

（ふーん、さすが勇者の称号を得るだけあって強いね）

　生まれつきの素質もあるだろうが、戦闘のカンとセンスがいい。

　モンスターとの最適な間合いもそうだし、次何をしてくるかの読みが早い。

　力はあまりなさそうだが、持っている武器と相性がいいのだろう。

　スピードと技術で力の弱さを補っている。

　だが、他の三人はレヴィほどの実力に達していない。

　Ｓ級というが幅はあるようで、悪くはないが強いモンスターを前にすれば苦戦を強いられてしまう。

（ああ確か、力量を見るための試験でもあるんだっけ？）

　そう思いノーラはしばらく静観していたのだが、怪我をされるのも目覚めが悪い。そのため簡単な強化魔法だけ使わせてもらうことにする。

「……!?」

　すると、三人の動きが良くなり、一気にモンスターを制圧したのだった。

「お前ら凄いじゃないか」

「い、いえ……俺たちは」

　レヴィはどうやら魔法感知能力が乏しいようだ。自分にかけられたものでもないため、よく分かっていないのだろう。

　ただレヴィ以外のメンバーは直接強化魔法をかけたこともあって違和感を覚えたようだ。

　結局ノーラは強化魔法を使用したことを白状はしたものの、レヴィは「そうか」といった程度の薄い反応だった。

　だがそれは当然で、強化魔法なんてものはいわば初期魔法であり、大した効果はない。

　しかし使い手の魔力次第でその効果が大きく変わるのだが、そのことを知らない冒険者も多い。レヴィからも大した評価はされなかったが、ノーラには問題は無かった。

　三人は「いいんですか？」とノーラの様子を窺ったけれど、「しー」と人差し指を立てて微笑めば、三人には何も言われなかった。

　そして、無事依頼を完了し、レヴィの口から三人に対して、このメンバーでパーティーを組みたいと告げられる。

「これからよろしく頼む」

　レヴィは心なしか嬉しそうだ。

　期待に満ちた視線が、三人に注がれている。

（……）

　レヴィと彼らが握手を交わしている姿を、ノーラは静かに眺めていた。

　だが次第に、いてもたってもいられないような焦燥感をノーラは覚えてしまう。

「あの、俺もこのパーティーに入れてもらえませんか？」

　思わず口に出していた。

　一番驚いたのは、発言したノーラ自身だ。

　どうしてそんなことを言ったのか、自分でもよく分からない。

　当然レヴィも戸惑っていた。

「そうだな……だが」

「ねえ、駄目？」

「いやしかし…………」

　勇者パーティーに志願する人間は腐るほどいるだろうし、Ｅ級である自分など門前払いがいいところだろう。本来なら鼻で笑われて終わる提案だ。

　だがレヴィはちらりと仲間を気にしていて、どうやら自分だけで決めていいものか悩んでいるようだった。

　すると――。

「あの、俺からもお願いします」

「私も問題ありません」

「是非お願いしたいっす！」

　悩むレヴィに対し、他のメンバーがノーラを強く推薦してくれたのだ。

「……分かった。ただし、使い物にならないと判断したら追い出すからな」

「はは、分かりました」

　これはきっと、ちょっとした好奇心だ。

　自分を恐れる人間、媚びを売る人間はこれまで大勢いた。

　お節介な人間が珍しいから、少し気になっているだけだろう。

　きっと、そうだ。






　そうして、非戦闘要員の裏方として勇者パーティーに加入してから約一ヶ月。

「ノーラ、ここは下がってろ」

「いや、俺平気だけど」

「いいから。お前は後ろから援護をしてくれればいい」

「はーい、了解」

　戦闘時、レヴィはいつもノーラを気にかけてくれる。

　そして彼女と一緒に過ごす中で、ノーラはいくつか気づいたことがあった。

『おい、見ろ……勇者だ』

『あいつ、いつも偉そうだよな。女なのに高飛車でさ』

　彼女は外見の美しさや勇者という称号もあってか、周りの冒険者からは敬遠されているようだ。

　良いものは良い、悪いものは悪いとハッキリ口にするタイプで、相手に対してキツい物言いをすることが多いからだろう。

　周囲から高飛車勇者と呼ばれている。

　だが実際レヴィはただ不器用なだけだ。

　特に女性、子供、老人、そして困っている相手は放っておけない。

　ある程度彼女と付き合いが無いと分からないかもしれないが、彼女なりの気遣いがある。

　今だってそうだ。

「――おい、怪我はないか」

　戦闘後、何か問題はなかったかと声をかけてくれる。

「うん、大丈夫」

「不思議だよな、モンスターはお前に向かっては絶対攻撃してこないんだから」

「だよねー」

　実はモンスターは本能的に格上であるノーラを恐れているのだが、これは内緒の話だ。

　レヴィはノーラのことをＥ級だと思っていて、だからこそ、こうして世話をやいてくれている。

　他の三人はノーラがどうしてＥ級なのか疑問に思っていたようだが、たまたまうまく魔法が使えたんだとはぐらかしておくことにした。

　彼らも人が良いのか、あえて深く追求しようとはしない。

　王都で過ごすのはこれで二度目だったが、今回は順調なものだった。

　だがときどき、お人好しで警戒心の薄いレヴィに対し、苛立ちを覚えてしまう。






「ねえ、どうして俺を仲間にしたの？」

　それは夜、レヴィと二人で野営の火の番をしていたときのこと。

　他の三人が眠りについている中、ノーラはレヴィに尋ねてみた。

「どういう意味だ？」

　質問に対し、レヴィは不思議そうに首を傾げる。

「俺が変な奴だったらどうするの？　ずいぶん甘いんだなって思ってたけど」

　あえて生意気な、挑発的な物言いをした。

　勇者パーティーに入れてもらったことも、あれこれ尋ねられないことも、ノーラとしては好都合だ。

　だが急に現れた素性も分からない男など、警戒するのが普通だろう。

　しかしレヴィはやれやれと呆れた表情だ。

「どうせお前、家出か何かだろ？　個人の事情には興味ないさ」

　それに、とレヴィは言葉を続ける。

「誰にだって言いたくないことの一つや二つくらいあるだろ？　特に冒険者をやる奴なんて」

「でも……」

「お前は悪い奴じゃなさそうだったしな。困ってそうだったし。安心しろ、お前を仲間にしても良いって言ったのは私だけじゃないんだ。だから何の問題も無い。まあ、お前から何か言いたいことがあるのなら別だけどな」

　レヴィはたき火を眺めながら口元を緩める。

　ノーラはそんなレヴィの横顔を盗み見た。

　きっとこのような考え方が、今の強くて凜とした優しい彼女をつくっているだろう。

「でも、そんなんじゃ騙されるよ？」

　勇者をしていればたくさんの人間がすり寄ってくる。

　今朝だってそうだ。

　任務に出る前にいつも来る薬売りがレヴィのもとを訪れたのだが、どう見てもその品物は正規の値段よりも少し高かった。

　だがレヴィは特に文句をつけることなく、その品を購入する。

「薬売りの母親が病気らしい。だから今回は特別に高く買ってやっただけだ」

「でも本当に病気なの？」

　家族の病気でお金がいるなんて、金をだまし取るときの常套手段だ。

「私だってそんなに馬鹿じゃないさ。知ってる奴だから信じただけだ。いっとくが、私は私を騙そうとする人間や信頼を裏切る人間がいたら、もちろん容赦しないからな」

　得意げに言ってみせるが、どうも怪しいものだ。

「ねえ、レヴィは昔からお節介なの？」

「お節介ってお前な。……ただ、気になるだけだ」

　パチパチと、木の枝が燃える音が聞こえる。

　レヴィは困ったようにため息をつくと、自身のことをポツポツと話し始めた。

「私には弟がいるんだ。二つ下なんだが、トロい奴でな」

　へえ、とノーラは相づちを打つ。

「小さい頃だったかな。あいつと一緒に水くみに行っていたんだが、足が遅くて置いていってしまったんだ。すると、あいつは慌てて追いかけたせいで、足を崖から踏み外して大怪我をしたんだ。命に別状はなかったし、今は良くなっているけれど……私がもっとしっかり見てやれば、気にかけてやれば良かったって思っている」

　レヴィの表情には後悔が滲んでいた。

　きっと同じ想いをしたくないのだと、すぐに察することができた。

「でも、俺は弟じゃないよ？」

　むしろいくつか年上だ。

　弟に重ねられるのも何だか少し気に入らない。

　だがレヴィはノーラに向かって馬鹿にしたように笑った。

「当たり前だ。あいつの方が何倍も口うるさく乱暴だ。それにそんなに綺麗な顔をしていない」

　いきなり容姿を褒められ、少し驚く。

　昔から外見を褒められることは多かったが、レヴィにそう言われるだけで不思議な気持ちになる。

「ねえ、レヴィは心配な全ての人に普段俺に対するような接し方をするの？」

「いや、そういうわけではないが……、すまない、鬱陶しいか？」

　不安そうな、機嫌を伺うような表情。

　その瞬間、ノーラの胸の奥がぞくぞくした。

「周囲の人間には、必要なとき以外はあまり言わないようにはしている。まあ私は女だし舐められているのも分かる。冒険者なんてプライドの塊のような奴ばかりだ。お前はあれこれ言っても素直だから言い過ぎてる自覚はある。もしお前が鬱陶しいと思うなら――」

　ノーラは少し俯きがちになったレヴィの顔をじっと覗き込んだ。

「嫌じゃないよ」

「……そうか？」

　レヴィが顔を上げ、ノーラと視線がぶつかる。

　ノーラの口元は自然に緩んだ。

「うん、嫌じゃないよ」

　むしろ自分だけが特別だと言われているようで、たまらなく気分が良い。

　しかしよほど表情が緩んでいたのだろうか、レヴィは露骨に眉をひそめた。

「お前、変わった奴だな。変な性癖とかじゃないよな」

「さあ、もしかしてそうかもね」

「やっぱり妙な奴だ……」

　彼女の指摘はあながち間違っていないのかもしれない。

　かまってもらえて嬉しいだなんて、浮かれているみたいだ。

　こんな気持ちを抱く自分自身に驚いてしまう。

「まあレヴィがお節介なのは分かったよ。なら俺がしっかりするね」

「どういうことだ？」

「俺が……悪い人間から守ってあげる」

　ノーラはにこりと上品に微笑んで見せた。

　そうだ、それがいい。

　レヴィの信念は可能な限り尊重しよう。

　だが彼女が傷つくなら話は別だ。

　レヴィを利用しようとする人間を想像するだけで、どうしてもイライラする。

　ならば、自分が守ってあげればいい。単純なことだ。

「守るって……」

　レヴィは一瞬呆けた顔をしたと思うと、ふっと口元を緩める。

「そんなことを言うのはお前ぐらいのものだな、Ｅ級」

「頼りにしててよ。ああでも、その代わりお願いがあるんだ」

　意味深な言葉にレヴィは怪訝そうな表情だ。

　お願いとやらが何か怪しんでいる。

「なんだ？」

「レヴィの一番の特別は、俺であってほしいんだ」

「やれやれ、何言ってるんだお前」

　レヴィは呆れるが、だがこれは極めて重要なことだった。

　レヴィが他人に対し、優しく世話を焼くこともあるだろう。

　時には嫉妬してしまうかもしれない。

　だからこそ、ノーラ以上に愛情を注がないで欲しいのだ。

「あともう一つ」

「えらくわがままだな」

　図々しい奴め、となじられてしまう。

「俺がレヴィに何か秘密にしていても――怒らないでね？」

　もし初代勇者だと彼女に知られれば、どんな反応をされるだろう。

　怒るだろうか、裏切られたと思うだろうか。

　レヴィはノーラのことを何も知らない庇護するべき存在だと思っている。

　勇者だと知られれば、どう態度が変わるか分からない。

　いきなり敬語を使われたり、舐めた態度をとっていてすみませんと謝られたら最悪だ。

「あー。はいはい、分かってる。何も聞かないからな、家出してることは」

「家出……」

　ずっと妙な勘違いをされているが、あえて訂正しないでおく。

　別に、ノーラは出来ないふりをしているわけではない。

　指示されるままに後方に下がり、支援をしているだけだ。自分が出しゃばるような危機的状況もない。

　わざわざ初代勇者だと告げるメリットもないだけだ。

　いつかもっと、彼女との仲を深めたときに、必要になれば話せばいい。

　だから今は彼女の詮索しない甘さに甘えることにしよう。

「レヴィは優しいよね」

　本音だがあえてからかうようにいうと、レヴィの頬が赤く染まった。

「ば、馬鹿を言うな……っ！」

「美人だし頼りになるし」

「うるさい、それ以上馬鹿なことを言うなら。明日の任務に連れて行かないぞ」

　人付き合いの苦手な彼女は、甘い言葉にも真っ直ぐな好意にも慣れていないのだろう。

　一緒に過ごす時間が長いほど、レヴィは新しい――世間一般で言われる高飛車な顔以外の表情を見せてくれる。

　レヴィが甲斐甲斐しく世話を焼くのも、いろんな表情を見せるのもきっと自分だけだろう。

　レヴィは呆れつつもノーラに心を許してくれている。

　だが、心を許されたことで、ちょっとした弊害もあった。






「ねえレヴィ、どれだけ飲んだの？」

　レヴィはときどき身分を隠して飲み屋で酒を飲むことがあり、この日もノーラは彼女に付き合わされていた。

　普段はノーラがレヴィの酒量をセーブするようにしているけれど、ノーラがお手洗いで一度席を外して戻ったときには、彼女の前に置いてあった瓶は空っぽになっていた。

「お酒弱いのに飲み過ぎだよ」

「酔っても……お前が部屋へ運んでくれるだろ？」

「まあ、そうだけど……」

　当然のように告げられる、甘えた言葉。

　ちらりと周囲を見渡すと、店の男性客からの視線を感じる。

「レヴィ、そろそろいくよ」

　まだ飲みたいというレヴィを無視し、会計を済ますと、ノーラはふらふらのレヴィを連れて店を出た。

「ねえ、歩ける？」

「……大丈夫だ」

「ああ、無理みたいだね」

　ほら、とレヴィを背中に負う。

　普段からレヴィは注目を浴びることが多いが、彼女自身は女勇者が珍しいだけだと思っているようだ。

　自分が強いという自信があるからか、自分が他人からどういう風に見られているのか分かっていないのだろう。

　もともとレヴィは美人でスタイルも良く、魅力的な外見をしている。

　レヴィをつけ回す男がいたことも一度や二度ではなく、鬱陶しかったのでノーラが個人的に脅しておいたこともあった。

「ほら、レヴィついたよ」

　レヴィの屋敷についたものの、彼女は酔っ払って眠っていた。

　屋敷の使用人はすでに休んでいたのでノーラがレヴィを寝室へと運ぶ。

　ベッドの上ですやすやと安心しきった寝顔を見て、ノーラは少しだけ苛立ちを覚えた。

（ほんと、警戒心なさ過ぎだよね）

　ベッドの脇に座り、レヴィの頬にそっと指先で触れた。

　ノーラはいつの間にかレヴィのことが好きになっていた。

　だが、鈍感なのは今更だ。

　ノーラの気持ちなど知る由もなく、こうやっていつも呑気なものだ。

（心を許してくれているのは嬉しいけれど、まさかここまで警戒心が無いとはさ）

　信用されているのだと思うけれど、気持ちよさそうに寝ている彼女の顔を見ると、嗜虐心が湧き上がってくるのだ。

（むかつくよね、安心しきっちゃって）

　じっと寝顔を見つめていると、ふと唇に触れたいという気持ちが芽生える。

　指先でそっと唇を撫でると、連日の疲れなのか唇が少しざらついていた。

（ほんと、いい気なものだよね）

　さりげなく好意は伝えているのに、まるで気づいてくれないのだ。

　いっそ少し強引に迫って本気だと分からせるのもいいかもしれない。

　レヴィは強いけれど力はそう強くない。

　隙も多く、今だって強引に身体を暴くことだって簡単だ。

　でも、今のこの恋愛に発展していない、緩い関係もノーラは気に入っていた。

（きっとレヴィは俺のことが好きだよね？）

　だからこそ、焦る必要はない。逃げられては困るのだ。

　妙に焦って彼女との関係が険悪になっては元も子もない。

　時間をかけて関係を深め、彼女の方から自分を求めてもらいたいと思ったのだ。






　だがそんなある日――。

「今日を持ってお前をこのパーティーから追放するッッ！」

　レヴィからの、突然の追放宣言だ。

（ん、何言ってんのかな、この子？）

　一瞬意味が分からなかったけれど、すぐにその理由を察することが出来た。

　おそらく緊急招集のせいだろう。

　勇者パーティーはどんなに危険な任務だろうと国から招集されれば向かう必要がある。

　最近他のパーティーで大怪我をして離脱したメンバーもいたので、レヴィも少々ナーバスになっているのだろう。

　きっと自分のためを思って、怪我をさせないためにレヴィが追放しようと考えたのだ。

　半年一緒にいたし、それぐらいのことは誰でも分かる。

　でも――。

（それは許されないよね？）

　離れるなんて、許さない。

　だが優しさゆえの暴挙に……愛おしさもあった。






　レヴィは出て行ったが、どうせいつもの飲み屋だろう。

　少し時間を置いて迎えに行き、馬鹿な考えはやめるよう説得するつもりだ。

　弱くて怪我をしないか心配してくれているのなら、それなりに強いから大丈夫だと証明すればいい。

　そうすればすぐに仲間に戻り、これまで通りでいられるはずだ。

　そう思っていた。

　だがあろうことか、レヴィはノーラの代わりを既に見つけていたのだ。

（……は？）

　これまでノーラは、自らをレヴィの特別だと思っていたし、そういう自負もあった。

　だがその幻想を粉々に打ち砕かれたような感覚を覚えた。

　新メンバーを見つけたのは、ノーラを突き放すためかもしれない。

　だが仮にそうだとしてもノーラの心の奥が一気に冷めていくような感覚がした。

　裏切られた、捨てられた、見放された。

　そんな感情が頭の中を支配する。

（俺を捨てるなんて、良い度胸だねレヴィ……）

　レヴィが不器用なことは分かっている。

　けれど、すぐに自分の『代用品』を見つけたことだけは許せなかった。

　どれだけレヴィにとって自分が必要だったのか、これからゆっくりと分からせてやればいい。

（レヴィがそのつもりなら、俺も容赦しないから）

　そうしてノーラは荷物をまとめ、レヴィを分からすために行動を開始する。






　能力試験会場へと向かったノーラは見事Ｅ級からＳ級へとランクアップした。

　その帰り道にたまたま人員を募集していた紅蓮のメンバーと鉢合わせ、緊急招集へと参加することが決まったのだ。

　紅蓮に入ったのは偶然だったが、レヴィに自身の必要性を分からすには、ライバル関係にあるという紅蓮がちょうど良い。

　そうして招集先でレヴィに再会し、しばらく様子を窺っていたが――。

（あの男……）

　アイザックという新しく加入した男に、明らかにレヴィに対する下心を感じた。

　もともと雰囲気からして気に入らなかったが、レヴィを狙っていることはすぐに察することが出来た。

　そして、いつまでも警戒心のないレヴィに対しても心底腹が立って仕方がなかったのだ。

















第五章　女勇者、分からされる












（こ、ここは……）

　私は目を覚ますと病室のベッドの上で寝かされていた。

　部屋を見渡すと、どうやらここは駐屯地の医務室のようだ。

　どうしてこんな場所にいるのだろう。

　まだぼんやりした頭でゆっくりと身体を起こす。

「レヴィさん、気がつきました？」

　慌てて駆け寄って来たのは、ちょうど見舞いに来ていたジージだ。

　ジージは脇にあった水差しを手に取り、グラスに水を注いでくれた。

「すまない」

「体調はどうです？　大丈夫ですか？」

　ジージの話では、私は丸一日気を失っていたらしい。

　あたりはすっかり日が暮れかかっている。

　医者に診てもらうと、私の状態異常は治っているようだ。どうやら事前に防御魔法がかけられていたおかげで軽症だったらしい。

　ゆっくり休んだため身体ももう問題ないようだ。

「なあ、あの後どうなったんだ」

　医者の診察が終わったあと、一番気がかりだったことをジージに尋ねてみる。

　確かアイザックに薬を盛られ、襲われそうになったところでモンスターの襲撃にあったはずだ。

「まず、アイザックは捕まりました。まあ、当然ですよね」

　あのクソ野郎、とジージは忌々しそうに呟く。

　やはりアイザックは各地で問題を起こしていた指名手配犯だったようだ。

　パーティーに加入し、女性冒険者に薬を盛った後で、今回と同様のことを行っていたらしい。

　幸い前回は他の仲間に見つかり未遂で終わったそうだが、決して許されるようなことではない。

　アイザックは怪我の治療をしたあと、すぐに軍に連行されたようだ。法に則り厳しい処罰が下されるだろう。

「レヴィさん、無茶しすぎですよ」

「お前らが怪しいって忠告してくれていたのにすまなかったな。心配かけた」

「ええ、ノーラさんがいてくれて本当に良かったです」

　そこでノーラが私を助けにきてくれたことを思い出す。

　ジージは、ノーラが助けたことに驚いていないようだし、先日もノーラの活躍を当然のように受け入れていた。

「もしやあいつの実力を以前から知っていたのか？」

「あ、いや、その……、はい」

　私が問い詰めると、ジージは気まずそうに頷いた。

「どうして教えてくれなかったんだ！」

　おそらく知らなかったのは私だけだろう。

「あまり言いたくない事情があるんだなって思ってました。パーティーへの貢献は後方からも十分にしてくれていましたし、怪しい様子もありませんでした。レヴィさんに教えて貰うことが好きそうでしたので……知られたくなかったのだと。ランクに関してはギルド側のミスって聞きましたので……って、ちょっとレヴィさん！」

　私は話の途中でベッドから降り、身支度を調える。

「どこ行くんですか」

　そんなことは決まり切っている。

　直接ノーラと話すのだ。






　私がまず向かったのは食堂だ。

　任務が終わった開放感で、今日も冒険者たちが好き放題騒いでいる。

「しかし、勇者パーティーは今回どうしたんだ？　不調みたいだが？」

「どうやら新しいメンバーに妙な奴が紛れ込んでいたらしいぞ」

「へえ、散々だな」

　すると、私に気づかない冒険者たちの噂話が耳に入ってきた。

　聞こえてるぞと言いたいところだが、今はそれどころではないので軽く聞き流してノーラがいないか辺りを見渡す。

　人が多くてすぐには見つからない。

「そういえば、紅蓮の新人はまたモンスターを一撃で仕留めたとか」

「確か勇者パーティーから追放された奴だろ？」

「いやいや、何でそんな強い奴が追放されるんだよ！」

　仲間割れか、と彼らの邪推する声。

「でも、追放されたってことはその男に問題があったんじゃ――」

「違う！」

　聞き捨てならない言葉に、私は思わず男たちを怒鳴りつけていた。

　冒険者たちは一瞬しんとなる。

　ノーラには何の非もないのだ。

　悪いのは私なのに、ノーラが悪者扱いされることが許せない。

「いや、俺たちはその……」

「あいつに問題があったわけじゃない。二度と妙な話を広めるな」

　分かっている、これは八つ当たりだ。

　好き勝手騒ぐ者たちへの怒りと同時に、ノーラのことを知ろうともせず追い出した自分への怒りだ。

　こんな風に他人に憤りをぶつけるだなんて最悪だということも分かっている。

（くそ、何てざまなんだ私は）

　私がやりきれない気持ちを抱え踵を返そうとしたとき。

（あっ……）

　振り返った先にいたのはノーラだ。バチッと目が合う。

「ノーラ、その……」

　まさかこんなタイミングで鉢合わせるとは。

　さっき怒鳴った姿を見られたかもしれない。

　私が気まずさを覚えていると「レヴィ」とノーラが心配そうな視線を向けてきた。

「もう起きて大丈夫なの？」

「ああ、……その……助けてくれて感謝している」

　言いたいことは沢山あったが、先にモンスターから助けてもらったことのお礼を言う。

　すると、ノーラは安堵した表情を浮かべた。

「ちょうどレヴィの様子を見に行こうとしてたところだったんだ」

「そ、そうか……」

　ところで、とノーラが何か言いかけたとき、十数名の兵士達が突然食堂へと入ってきた。冒険者たちが何事だろうとザワついていると、兵士の一人が声を張り上げる。

「ノーラという男はいるか？」

　私は指名されたノーラをちらりと見る。

　ノーラはやれやれと面倒くさそうな表情で軽く挙手をした。

「俺ですけど」

　そうノーラが応えた途端、兵士たちの間からこちらに向かってくる男性がいた。

　私はその人物を見て大きく目を見開いた。

（あれは、軍事大臣じゃないか!?）

　今回の任務の司令官よりも上の役職にあたる方だ。

　一度挨拶をしたことがあるけれど、にこりともしない屈強な猛者という印象だ。

　今回の作戦の現場にはいなかった人なのに、どうしてこんなところにいるのだろうか。

　周囲の緊張感が痛いほど伝わってくる。

　すると大臣はノーラの姿を視界に入れるやいなや、顔を綻ばせた。

「……!?」

　驚いたのは私だけではない。

　大臣はこれまで兵士や冒険者に見せたことのないような笑顔を見せて、ノーラの元へと駆け寄ったのだ。

（し、知り合いなのか？）

　そう思った瞬間、大臣はノーラの手をぎゅっと握りしめる。

「お久しぶりですね。初代勇者様ではありませんか」

　私はぎょっとして、ノーラの顔を見た。

（んんんっ、今なんて!?）

　初代勇者だと聞こえたのは気のせいだろうか。

「はは、その呼び方やめて欲しいんですけどね」

「あれからもう七年でしょうか……。随分成長されましたね。全く気づきませんでした」

「あー……」

「国王様にも是非会ってあげてください。ずっと会いたいとぼやいていたのですよ」

　話を聞いていた周囲はざわついていた。無理もないだろう。

　私だって動揺している。

（ノーラが……初代勇者？）

　すると、軍事大臣と私の目が合う。

「ああ、君も久々だね」

「はい、ご無沙汰しております」

　私は慌てて頭を下げる。

「ああもしや二人は知り合いなのか？　いやあ素晴らしいな。初代勇者である彼と、二代目勇者である君が国を守るためにこの場にいるとは」

「あ、いえ……」

　私がおそるおそるノーラの顔を見ると、ノーラはにこっと誤魔化すような笑顔を私に向けてきたのだ。






　その後軍事大臣がきたことに加え、他の招集などが重なり慌ただしく時間が過ぎていった。

　討伐作戦が終了し、明日は王都へ戻ることとなる。

　話し合いを終えてようやく私に時間が出来たのは、就寝準備を終えた夜の遅い時間だった。

「ちょっといいか？」

　私はあらかじめ聞いていたノーラの部屋を訪ね、招き入れてもらう。

「まさかこんな時間にくるとは思わなかったよ」

「すまない、寝ていたか？　あまり時間はとらせない」

「……入って」

　ノーラは私の姿をちらりと見た後、少し呆れつつも部屋に入るように促した。

　初代勇者ということで新たに用意された部屋は、私の部屋から近かったこともあり、寝間着にローブを羽織った格好で来てしまった。少しだらしなかっただろうか。

（しかし……）

　改めてノーラを見る。

　ノーラが初代勇者だなんて、正直今でも信じられない。

　意識を失う前にノーラの実力は確認したけれど、やはり実感がないのだ。

　初代勇者は、国に災いをもたらす災害級モンスターを単身乗り込んで倒した男だ。

　確か七年ほど前だと言われていたので、もっと歳が上の三十代後半ぐらいの男性だと想像していた。

　いくら何でも若すぎる。

「お前、何歳の時に災害級モンスターを退治したんだ」

「あー、十四歳のときだったかな、確か」

「十四歳って……そうか」

　天賦の才というものだろう。

　災害級モンスターの強さはレヴィの村にも聞こえてきていた。

　それをたった一人で倒したのが、半年一緒に過ごし、面倒を見てきたノーラだったとは。まさか想像出来るはずがない。

　ノーラが初代勇者なのは分かったが、それでもやはりモヤモヤと晴れない感情が胸の中に渦巻いていた。

「なあ、お前が初代勇者だったのなら、お前はどうして私に……」

　私はそこまで言いかけてハッとなる。

「いや、気にしないでくれ。そんなことが言いたいんじゃないんだ」

　事情は人それぞれだと告げたのは私自身だ。

　ノーラが初代勇者だと隠したい気持ちも、よくよく冷静に考えればすぐに分かる。

　私が勇者だということですり寄ってくる人間のことを、ノーラはずっと毛嫌いしていた。

　初代勇者ともなれば、おそらく同じような苦労をしていたはずだろう。

　過去にノーラが王都から姿を消したのも、彼という人間を知った今だからこそ煩わしかったのだと納得することが出来る。

「ごめんね、騙したかったわけじゃなくて」

「分かっている。お前の事情は何となく理解出来る」

　だがやはり納得いかないこともある。

「だからって、Ｅ級はないだろ！」

「いやー、手続きのミスでさ」

「だとしても、どうして直さないんだ！」

「ごめん面倒くさくて。でも今はＳ級に直したんだよ」

　おそろいだね、とノーラはふざけた調子で言う。

　面倒だったのも、目立ちたくなかったのも分かる。

　おそらく王都に来た当初、本当にギルドの仕組みが分からなかったのだろう。

　だが――。

（初代勇者相手に、あれこれ偉そうに教えていたなんて！）

　そこが私にとっての黒歴史だ。

　本当に恥ずかしい。記憶から抹消したいぐらいだ。

（うわあああ、私は、私は……っ！）

　何を調子に乗っていたのだと頭を抱え悶えてしまう。

「ははは、ごめんねレヴィ」

　軽い調子で言われ思わず睨み付けた。

「お前、……実はずっと私のことを馬鹿にしてたんだろ！」

「違うよ。一生懸命説明してくれて嬉しいなーって思ってただけで」

「くそ、やっぱり馬鹿にしているじゃないか！」

　ノーラがにやにやと楽しそうにしていてムカつく。

　きっと他にも私に隠れて何かしていたはずだ。

　ノーラと一緒にいれば商談が上手くまとまったことだって、今思えば私の知らないところで調整役をしてくれていたのかもしれない。

（くそ……）

　ずっとノーラの手のひらで泳がされていたようで悔しい気分になる。

　何も知らずにあれこれ面倒見ていたなんて恥ずかしい。穴があったら入りたいというのはこういうことなのだろう。

　するとノーラが私の気持ちを察したのか、違うのだと説明する。

「勘違いしないでね。信じてもらえないかもしれないけれど、レヴィのことを信用してなかったわけでもないし、馬鹿にしてたわけでもないんだ」

「へえ……？」

「ほら、俺は繊細だから。レヴィに避けられたら嫌だなって内緒にしてたんだ。変に初代勇者だって伝えて、急に態度とか変えられたら嫌だもの。それにレヴィはさ、俺の世話をやくことが好きだったでしょ？」

「それはまあ……」

「俺も新鮮で嬉しかったし、需要と供給だと思うんだ」

　何を言ってるんだと思ったが、一応理屈は分かる。

　つまりは勇者扱いされない環境が伸び伸び出来て楽しかったということだろう。

　何てやつだと思っていると「でも」とノーラの話は続く。

「……最初はそれが楽しかったんだけど、次第にそれだけじゃ無理になったんだ」

　すると突然、ノーラがじりじりと私に距離を詰めてきた。

「な、何だ……？」

　私は思わず後ずさると、いつの間にか壁へと追いやられてしまった。

　ノーラは私の両手を握ると蠱惑的な笑みを浮かべる。

「だって、俺はレヴィのこと女として見てるから」

　ノーラの瞳の紫色が濃くなった気がした。

　全身の血が一気に沸騰したかのように、私の身体が熱くなる。

「お前、それってどういう……」

「俺は……レヴィのこと好きなんだ」

　告げられた言葉に、私は戸惑い困惑する。

　キスをされたときに、そんな可能性もあるのではと思ったりもした。

　でもまさかと動揺していると、ノーラは口元を緩めて補足する。

「もちろん恋愛の意味で好きだからね。まあ、俺の気持ちに気づいていないのはレヴィぐらいじゃないかな？」

「……どういうことだ」

「パーティーの皆はとっくに気づいてたってこと」

「そ、そうなのか!?」

　ノーラの私への好意はそんなに分かりやすかったというのだろうか。

　思い返せば、ノーラはふざけつつもいつも私に優しかった。

　懐かれていることは知っていたけれど、そこに恋愛感情が結びついているとは思わなかった。

　だが――。

「お前は……私を恨んでたりはしないのか？」

「恨む？」

　私はノーラを一方的に追放したのだ。

　いくら好かれていたとしても、私に対する憎しみだってあるはずだ。

　するとノーラは自嘲する。

「恨みはしたよ。でも追放したことに対してじゃない。だって追放したのは俺への優しさだよね？」

「……気づいてたのか？」

　予想外の言葉に、私は戸惑う。

　ノーラはやれやれと呆れ顔だ。

「俺が怪我をしたら危ないからって、追放したんだよね。さっき食堂で怒ってたのだって俺の名誉のためだったでしょ？　知ってるよ、レヴィはそういう優しい性格だってことは。追放だなんて馬鹿なことを言い出したときも可愛いなって思ってた。でも……」

　ノーラはそこで言葉を区切ると、不気味なぐらいの笑顔を浮かべた。

「すぐに俺の代わりを見つけたことは許せないよね？」

　おそらくアイザックのことだろう。

　一見笑っているようだが、目の奥が笑っていなかった。

「追放したその日のうちに他の男をたらしこむなんて。俺はそんなに代替え可能な存在なんだって思い知らされたよね。それなら、後悔させてやろうって。俺がどれだけ必要だったか――ちゃんと分からせるしかないってね？」

　そして、分からされた結果が今だということだろう。

　おかげで勇者パーティーはノーラがいなければ駄目だと分からされてしまった。

　自業自得だと分かっていてもひどいやつだと恨めしい目で見つめてしまう。

「ねえレヴィ、俺のこと嫌い？」

　突然甘えたように尋ねられた。その色気を目の前にし、思わず視線を逸らす。

「……嫌いなんかじゃ」

「じゃあ好き？」

　その問いに対し恥ずかしさで否定しそうになった。

　だが――それでは駄目だと言葉を呑み込む。

　強がってばかりで素直になれない自分が心底嫌だったのだ。

（私は……私の気持ちは）

　ゆっくりと自分自身の心に問いただす。

　そうだ、私は――。

「好きだノーラ。お前のことが」

　真っ直ぐノーラの瞳を見て、自分の素直な感情を吐き出すことにした。

　ノーラを追放して失ってから、痛いほど気づかされたのだ。

「お前がパーティーにいないと……寂しかった。お前が紅蓮にいる姿を見ると腹が立った。お前は――私のなのにって」

　拳をぎゅっと握りしめる。

「お前が私以外の人間と一緒にいて、私以外に微笑んでいる姿を見るのが――凄く嫌だった。お前のことばかり考えていた」

　身勝手で傲慢な考えだということは分かっている。

　アイザックに襲われたときも、モンスターにやられそうなときも、ノーラのことばかり頭によぎった。

　自分から手放したくせに、そんな感情を持つなんて。

　でもこれが私の本心なのだ。

「だから私は――」

　言葉の途中、ノーラに両腕で強く強く抱きしめられる。

「……ノーラ？」

「そんな殺し文句、レヴィはほんとずるい」

　ノーラの声はか細く、少しだけ震えていた。

「すまない」

「ううん。すごく……すごく嬉しいよ」

　痛いぐらいの抱擁を感じながら、私はノーラの背中に腕を回した。

　伝わってくる体温が心地よくて、くすぐったい気持ちになる。

（もしや、これは両思いというやつなのでは？）

　だがそんなことを尋ねていいのだろうか。

　これから私たちの関係はどうなるのだろう。

　そんなことを考えていると、ノーラの腕の拘束がふっと緩み、私の首筋をじっと見つめている。

（どうしたんだ？）

　ノーラの様子を不思議に思っていると、ふいに部屋の時計が目についた。

「あっ、すまないもうこんな時間か？」

　気づけばもうじき日付が変わりそうだ。

　一通り話も終わったし、互いの気持ちも確かめ合った。

　ノーラも疲れているだろうし、これ以上は迷惑になるだろう。

「時間を取らせてすまなかったな。その……また明日話そう」

　このままだと、甘えてずっと部屋にいてしまいそうだった。

　今日はここまでだ、とノーラから身体を離し少し名残惜しいが部屋を出て行こうとしたときだ。

「ねえレヴィまだ話は終わってないよ？」

　ノーラに呼び止められ、私は振り返る。

「話？　まだあるのか？」

　ノーラはにっこりと笑顔を浮かべたと思うと、私の腕を引き、当然のようにベッドの上に導いた。

「おいっ、急に何だ！」

「ねえレヴィ、俺はずっと怒っているんだ」

　ノーラは笑顔で告げるがその瞳はひどく冷たい。

　怒ってるとは一体どういうことだろう。

「ねえこれ、どうしたの？」

　ノーラは私の着ているローブを剥ぎ取ると、寝間着姿になった私の首筋をじっと見つめていた。

「え？　何かあるのか？」

「分かんない？　紅くなってるよ」

「紅く……あっ！」

　ふいにアイザックに首筋を唇で触れられたことを思い出した。

「こんなものつけられるなんて、……レヴィは隙がありすぎる」

　背後からぎゅっと抱きしめられたと思うと、ノーラは上書きするように、同じ場所へと唇を落とす。

「こら、何するんだ……ひゃ、やめっ！」
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　ちゅうと、吸い上げるほど激しく吸われ、独占欲をむき出しにしたようなノーラの行動に胸の鼓動が速まっていく。

「ああもう、軍に引き渡す前にサクッと始末すればよかったかな」

　物騒な言葉を呟く。ノーラの実力を知っているだけにシャレにならないだろう。

　ノーラは背後から寝間着越しに私の胸を揉み始めた。

「あっ、ノーラ……っ」

「レヴィは強いけど愚かだよね。自分の力を過信しすぎている。ほら、力はそんなに強くないし、実は魔法耐性だってあまりないこと知ってた？」

「あっ、やめ……」

「何よりも鈍感だよね。裏表のない真っ直ぐさは評価すべきポイントだけど、いささか状況判断と分析力に問題がある。前も夜中に二人で相談にのろうとしたし。相手の下心にも鈍感だ。何人の男がレヴィのことを妙な目で見ていたか知らないでしょ？」

「ひゃっ……」

　首筋を舌先でツーッと舐められ、思わず甘い息が漏れる。

「こんな遅くに、そんな可愛い格好で俺の部屋を訪ねるなんて。襲ってくれっていってるようなもんじゃないの？　ほら、手、振りほどいてごらんよ」

　そう言われて抵抗しようとするが、ノーラの身体はびくともしない。

「ほら、俺の力には勝てないでしょ？　それに状態異常にされたらろくに力だって出せない」

　アイザックに嵌められたときのことを思い出す。

「弱いわけじゃないけれど、心配だから……。もっと自分が女ってことしっかり自覚して？　今だって嫌だと思っても抵抗出来ないでしょ？」

「べ、別に嫌なんかじゃ……」

　その言葉に、ノーラの胸を揉む手が止まったと思うと、私の後頭部を引き寄せ口づけられた。

「ん、……んっんっ……」

　舌先が歯の隙間をこじ開け、口内を舌を絡ませながらまさぐる。

　互いの唾液が混ざり合い、息さえもろくに出来ない。

　食べられてしまうかもしれないような、そんな激しい口づけだ。

「……ノーラ？」

　ようやく解放され、私は名前を呼ぶ。

「嫌じゃない？　本当」

　切なそうな瞳で見つめられ、私は頷いた。

「ああ、嫌じゃない」

「……俺はズルいから、都合の良いように解釈するよ？　これから俺に何されるか分かってる？　本気で抵抗しないつもり？」

「しない。……嫌じゃないからな」

　自分でも不思議だが、これが今の私の本心なのだ。

　本当に嫌だと思ったならば、全力で突き放しただろう。

　これ以上先に進むことが、怖くないわけではないけれど、決して嫌じゃないのだ。

　むしろ口づけされ一度触れられた身体が、その先を期待している。

　もう少しノーラと一緒にいたい。

　もう少しノーラに触ってほしい。

「この状況で自分の言ってる意味をちゃんと理解してる？」

「もちろん分かって……あっ」

　そっと寝間着を剥ぎ取られると、私はノーラの膝の上へと座らされた。

「そんな可愛いこと言われれば、止まらないって分からないかな？」

「……へ？　ノーラ？」

　執着を表すように再び口内を貪られると、露わになった胸をわしづかみにする。

　手のひらで胸の感触を楽しんだ後、指先が乳首へとそっと触れた。

　指が乳頭をコリコリと弄ぶと、くすぐったさに身体をよじる。

「やっ……ん」

　集中的に同じ場所を弄られるうちに、乳首が硬くなりぷっくりと膨れ上がっていく。

「ん、……あ、駄目だ」

「乳首気持ち良い？」

　ノーラに尋ねられ、思わず頷きそうになった。

「し、知らない……」

　誤魔化してみるものの、きっと私の声や反応でバレバレだろう。

　気持ち良いけれど、素直に認めて言葉にするのはまだ少し恥ずかしい。

　ノーラはそっか、と相槌を打つと「ならもう少し頑張るね」と胸を揉みしだきながら、乳首を指先で弾く。

「あっ……頑張るなっ……」

「はは、可愛い」

　ノーラの指先がゆっくりと私の身体の胸元から腰へと下り、下着の内側へそっと触れられた。

「あっ……ノーラ」

　ノーラは私をベッドへ押し倒すと、太ももの間に身体を割り込ませてきた。

　邪魔だというように一気に下着を剥ぎ取られ、誰にも見せたことのないような場所がノーラの眼前にあらわになる。

（う、ううっ……）

　覚悟を決めたとはいえ、さすがに恥ずかしいものは恥ずかしい。

　咄嗟に手で隠そうとしたけれど、すぐに手首を掴まれて制止される。

「何で隠すの？」

「何でって、それは……」

「大丈夫、レヴィに恥ずかしいところなんてないよ」

　するとノーラの指が、まだ他人が触れたことのない、熱く疼く場所に触れた。

（あれ？）

　触れられた瞬間、どろりとした感覚が伝わり驚いた。

　ノーラの指先は透明な愛液で濡れて、指先からは糸が引いていた。

「もうこんなに濡らして。レヴィも期待してた？」

「な、なな、何で!?」

　どうして脚の間がこんなに濡れているのか分からない。

　だが指で何度も表面を弄られると、身体中がぞわぞわして、股の中心がもどかしくてたまらなくなる。

　指先がぷっくりと膨れた突起部分に触れると、甘い刺激が一気に弾け、自分でも驚いた。

「ひゃ、何だこれ……っ」

「ここが好きなんだ。もっと触ってあげるね？」

　ノーラは私の反応に気を良くしたように、ぐりぐりと擦り上げる。

「あっ、やだやだ……そこ、あっ……」

「うん、可愛い」

　その表情はいつものさわやかな表情とは違い、どこか意地の悪い目をしている。

　すると指先は表面だけではなく、深く閉ざされた奥にまで潜り込んでいく。

「へっ……？」

　細く狭い場所を押し広げるようにぐちゃりと指を進められ、困惑した。

　身体を洗うときも表面だけなのに、まさかそんな奥にまで指を挿れるなんて。

　今まで触れたことのない場所に、自分ではないノーラの長くて太い指がググッと埋め込まれていく。

　そこを指で上下に何度も抜き差しされると、奥からじんわりと愛液が滲みだしてきた。

　それがまた潤滑油となり、指がスムーズに滑るのだ。ぐちゃぐちゃと擦られるたびに甘い刺激が生まれ、身体をよじらせてしまう。

「あっ、何して……」

「レヴィの奥に俺を受け入れるための必要な準備だよ」

　ノーラは一本だった指を二本、三本と少しずつ増やし、狭かった内側をゆっくりと広げていく。

「ああ、そこ……っ、あっ！」

　内側を前後に擦られる度に、身体がビクッと反応する。

　もどかしくて、もっと弄って欲しいと思ってしまう。

　するとそれに応えるように指先が内側にぐっと曲げられ、お腹の内側の気持ちいい場所を何度も責めあげてくる。

「あ、うそ……これって」

　せり上がってくるような感覚がした瞬間、ノーラがすっと指を抜く。

「……ノーラ？」

　ノーラが自らの服を脱ぎ捨てると、脚の間の大きく隆起したものが私の視界に入った。

「っ、それ……」

　普段見慣れないものへの気恥ずかしさに、顔を背けてしまう。

　だがノーラはそれまでの余裕を失ったような性急さで、私の脚を高く持ち上げた。

「あっ……ちょっ」

　そして、ノーラの硬くなったものをそっと濡れた場所に沿わせた。

「俺が好きって気持ちを、レヴィにしっかり分からせなきゃ」

　ぐぐっと力を込めてゆっくりと奥に挿入されていく。

「っ……ああっ」

　メリメリと引き裂かれるような痛みに、思わず身体が強張った。

「っ……レヴィ、大丈夫？」

　ノーラは私を心配するように声をかけると、その場で形を馴染ませるようにじっと動きを止めてくれる。

「ああ、平気だ……」

　その返事を受けて、ノーラは浅い部分をゆっくりと慣らすように腰を揺らしはじめた。

「あ、あっ……ノーラッ！」

　鼻から自分のものではないような甘く抜ける声が漏れる。

　最初は痛かったけれど、指で散々弄られたこともあって、すぐに慣れてきた。

　ノーラもそれを悟ったのか脚を持つ手に力を入れると、先ほどよりも深い位置まで徐々に腰を押し進める。

「ひゃ、ノーラ、そこっ……」

　内側が擦られるような感覚が繰り返されていくうちに、気持ち良さと同時にもどかしさを感じた。

　もっと奥に突き入れて欲しいと身体が焦らされ、自然と腰が動いてしまう。

　一気に奥を突かれた瞬間、ビクッと甘い熱が背筋を駆け上がっていった。

「はっ、くっ……あああっ、ノーラ、まっ……」

「レヴィ、気持ちが良いの？」

　初めて経験する悶えるような気持ちよさに、私は声が抑えられない。

　どうしていいのか分からず身体をよじり、ベッドのシーツをぎゅっと掴んだ。

「レヴィ……、レヴィ……」

　ノーラは擦れた声で私の名前を呼ぶ。

　ノーラの額には汗が滲んでいる。

　私の身体も火照って、汗が流れた。

「レヴィ……、自分がどれだけ迂闊で、可愛くて、愚かで、そしてどれほど俺から愛されてるか。ちゃんと分かって？」










[image: ]










　貫かれる度に伝わってくる、熱くてぬるついた感触にぶるりと身体を震わせた。

「はあ、レヴィ……レヴィ……」

　ノーラの表情から次第に余裕が消えていった。

　耐えるように眉を顰め、歯を食いしばる姿が妙に愛しく思えてくるから不思議だ。

「んっ……」

　キスをしたいとノーラの瞳を見つめれば、応えるように口づけてくれた。

　くちゅくちゅと互いの舌が深く絡み合い、脳がとろけそうになる。

　愛を確かめ合うような口づけから解放されたと思うと、ノーラは先ほど噛みついた首筋に唇を寄せた。

「っ……あ、こら！」

　再び強く歯を立てられ、ノーラの執着のような感情を肌で感じてしまう。

　痛みと共に甘い疼きが生まれ、何故だか心地良い。

「あ、駄目……、無理っ……ああっ」

　徐々に腰の動きが激しくなり、ぐいぐいと奥を責めたてられる。

　奥で蠢いていた熱いものが、一気に弾けるような気がした。

「あ、これ以上はおかしく……っ」

　甘い刺激が足先まで一気にせり上がると同時に、頭の中が真っ白になる。

　私は全身が脱力し、はあはあ、と肩で大きく息をする。

「ちょっと……おい」

　するとノーラに再び脚を高く持ち上げられる。

「俺はまだイッてないから」

「あっ、待て……んんっっ！」

　挿入する角度が変わったことで、より深く奥へと届いた気がする。

　腰を動かし貫かれる度に、漏れる声を抑えられない。

　愛液がドロドロに溢れ、ぐちゅぐちゅといやらしい音が部屋に響いた。

「っ、あああっ……」

　激しく揺さぶられ、身体の内側がきゅっと収縮したのが分かる。

　すると熱いほとばしりを奥で感じた。

（こ、んなことって……）

　体力はあるほうなのに、初めての経験に私は翻弄されてばかりだ。

　大きく呼吸しているとノーラは私を見て愛おしそうに微笑む。

「今日は泊まっていってね？」

「あっ、こらっ……！」

　私はくるりと身体を転がされ、今度は後ろから挿入された。

「っ……！」

　まだまだノーラの気が収まらないようだ。

（こ、こいつのどこが可愛かったんだ！）

　その後私はノーラからの愛情を、ぐったりするほど分からされてしまったのだった。

















終章　女勇者たちの旅はこれからも続く












　私たちが互いの気持ちを確かめ合った翌日。

　今日はとうとう任務を終え駐屯地から冒険者が引き上げる日だ。

　王都から来たものもいれば、他の都市から集まった冒険者もいるので、方角によってそれぞれ帰りの馬車が用意されていた。

「あれ、レヴィさん寝不足ですか？」

「いや、大丈夫だ」

　数時間前までノーラと一緒にいたことを思い出し、少しだけ動揺したが何とか平静を保つ。

　私たちのパーティーが馬車に荷物を積んでいると、サマンサの絶叫する声が聞こえてきた。

「ちょっと、紅蓮から抜けるってどういうことよ」

　私たちは何事だと視線を向けると、その絶叫はノーラに向けてのものだった。

　あの後ノーラに紅蓮を抜けるという話は聞かされていたが、まさかこんな早くに伝えるとは思っていなかった。

　サマンサの抗議に、ノーラは「はは」と笑う。

「何言ってるんですか。もともと俺は間に合わせだったでしょ？」

「うぐぐ、そうだけども！」

　どうやら食あたりで入院した魔法使いの代わりに、ノーラが臨時で加わったらしい。最初からこの任務だけの参加だったようだ。

　サマンサは私たちの視線に気づくと、こちらを一瞥して悔しそうに舌打ちした。

「まあ、元サヤに戻ったってことね、残念だわ。あのままこじれてずっとうちにいてくれたら良かったのに」

「すみません。でもまだパーティーに戻る許可は得てないんです」

　ノーラはちらりと私を見ると、サマンサは呆れたように微笑する。

「ふん、また追放されたら拾ってあげるわよ」

　じゃあね、とサマンサは私たちに別れを告げ、紅蓮に用意された馬車へと乗り込んでいった。

　その場にはノーラだけが残される。

　ノーラは私たちに近づき軽い調子で聞いてきた。

「ねえ、勇者パーティーに欠員が出たってきいたけど募集してないかな？」

「……お前は作ろうと思えば自分でパーティーを作れるんじゃないのか？」

　実力も、名声も十分あるはずだ。

　だがノーラは「興味がなくて」とわざとらしく肩を竦める。

　私は相変わらずのノーラに呆れてしまった。

「募集はしているが。だが……私だけのパーティーじゃないからな」

　すると、傍で見守っていた三人が目を輝かし、ノーラのもとに歩み寄る。

「当然オッケーに決まってるじゃないですか！」

「ノーラさん良かったですううう」

「まあ僕は戻ってくると思ってましたけど」

　モルトが大声で叫び、その横でムックが心底ホッとしている。ジージは当然だと頷いていた。

「悪かったな、お前らの意見を聞かないで」

　今更ながら改めて三人にも謝罪する。

　あのときはノーラのためだと思っていたが独りよがりだった。

「レヴィさんが不器用なのは知ってますし、とりあえず仲直りしたみたいで良かったですよ」

「そうですよ！　これからはヒヤヒヤさせないで下さいね」

「お幸せに！」

（……ん？）

　良かった良かったとノーラが戻ってきたことにひとしきり喜んだ後、三人は引き続き馬車に荷物を積み込みに向かった。

　その場には、私とノーラだけが立ちすくむ。

　互いに顔を見合わすと、ノーラがくすっと笑った。

「これからは追放されないように頑張るね」

「お前、嫌味なのか！」

　どうやら案外根にもっているようだ。

　私をからかったノーラは満足そうに口元を緩め、そっと私の腰へと腕を回してきた。

　私は咄嗟に離れようとする。

「お前、見られたらどうするんだ！」

「でも、皆は俺たちの関係は何となく察してると思うけど？」

　うっ、と言葉に詰まってしまう。

　やはりそうなのだろうか。

　いやでも、それは何だか恥ずかしいのでは？

「レヴィさん、先乗りますねー」

　私たちがあれこれ言い合っていると、馬車に乗ろうとしていたジージに声をかけられる。

　私とノーラとの関係に気づいているかどうかは分からないが、改めて伝えても気を遣わせるような気がする。

　とりあえず、これまで通りにするのが一番だと、私は結論づけた。

「察してるにしても、人前で妙なことしたらすぐに追放してやるからな」

　ノーラは「へえ」といたずらな笑みを浮かべた。

「妙なことって例えば？」

　まさかそんな聞かれ方をするとは思わなかった。

「そ、それはだな……」

　考え込むように俯いたとき。

「……？」

　くいっと、顎を掴まれそのまま唇を奪われる。

「こんな感じ？」

「ば、馬鹿……っ！」

　一気に顔が熱くなる。

　誰かに見られていたらどうするんだと、きょろきょろと周囲を見渡した。

「お、お前な何するんだよ！」

　ノーラを非難するように睨み付けると、ノーラの表情は反省するどころか少々誇らしげだ。

「追放するなら、俺がレヴィに必要だってまた分からせるだけだよ」

　身体を抱き寄せ、耳元で甘く囁かれる。

「心も身体も、俺から離れられないようにしてあげるね」

「い、いい加減にしろ！」

　朝から何を言っているのだ。

　私が怒鳴りつけると、ノーラは「ごめんごめん」と誤魔化した。

　このやりとりも久々だ。

「ほら、レヴィ行こうよ」

　皆待ってるよ、と手を差し出される。

（まったく、何てやつを仲間にしてしまったんだ）

　自分でも呆れてしまう。

　でも、こんなノーラが好きだから困るのだ。

　私はやれやれと自嘲しつつ、彼の手を握り返した。

「そうだな。あいつらを待たせてるしな」

　私が従うとノーラは上機嫌に微笑んだ。

　そして今度はわざとらしい表情で私に甘えてくる。

「ねえレヴィ、王都についたら王様への面会、一緒に行ってくれない？」

　おそらく一人で行くのが面倒なのだろう。

　私にずっと隠し事をしておいて、よくもまあ言えたものだ。

「嫌だ、自分で何とかしろ」

「相変わらずつれないなーって、痛い痛い」

　私はノーラの耳を引っ張って制裁を加えると、皆が待つ馬車へとたどり着く。

「よし、じゃあ帰るぞ」






　そうして、私たちの冒険はこれからも続いていくのだ。
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